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会 議 等 (P1^) 
P1 中 小 企業 等 の 金融 の 円 滑 化 に 関す る 意見 交換 会 
金融 機関 に よる 事業 者 へ の 資金 繰り 支援 の 要請 ~ 
P2  「Regional Banking Summit (Re:ing/SUM)」 x 「 日 経 地 方 久生 フォ ー ラ ム 」 
P5 「FIN/SUM2022」 < 鈴木 大 臣 及 び 黄 川田 副 大 臣 の 挨拶 ~ 


お 知ら せ (P8) 
P8 グロ ー バ ル マ ネ ー ウ ィ ー ク (GMW) で の 金融 庁 の 取組 み 


政策 解説 コー ナー  (P9 へ) 


P9 持続 可能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に 向け た 金融 店 と 環境 省 と の 
連携 チー ム の 取組 み 




















監督 局 総 務 課 地 域 金 融 支援 室 主査 住 本 史 也 
P11 監査 上 の 主要 な 検討 事項 (KAM) の 特徴 的 な 事例 と 記載 の ポイ ント 







企画 市 場 局 企業 開示 課 課長 補佐 鹿 子 木 慎 売 
企業 会 計 専門 官 船 博文 
係長 吉田 圭吾 







お 知ら せ (P13 へ ~) 
P13 日 本 に お ける 保険 監督 者 国際 機構 (IAIS) 2023 年 年 次 総会 の 開催 
P14 「 中 小 企業 の 事業 再生 等 に 関す る ガイ ドラ イン 」 及び 廃業 時 に お ける 
「 経 営 者 保証 に 関す る ガイ ドラ イン 」 の 基本 的 考え 方 
P15 市 場 へ の メッ セー ジ (有価 証券 報告 書 等 の 虚偽 記載 に 係る 課徴 金 納付 及び 
訂正 報告 書 の 提出 命令 勧告 の 解説) 
P16 銀行 を ご 利用 の お 客 さ ま へ ヘー 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 を 防ぐ た め に - 












先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み (P17) 








時 本 | オンライン 版 は こち ら か ら 
i https://www.fsa.go.jp/access/index.html 4j, 








金融 庁 


中 小 企業 等 の 金融 の 円 消化 に 関す る 意見 交換 会 


< 金融 機関 に よる 事業 者 へ の 資金 繰り 支援 の 要請 < 





























令 和 4 年 3 月 7 日 、 金 融 庁 は 、 新 型 コ ロナ ウイ 出席 し た 官民 の 金融 関係 団体 等 の 代表 者 か ら は 、 
ルス 感染 症 (以下 、 コ ロナ ) の 影響 が 2 年 と いう  ・ オ ミク ロン 株 の 流行 に よる コロ ナ の 長期 化 の み 

4 が た VON ウス ラッ (有情 原 ) な ら ず 資源 価格 の 高騰 や ウクライナ 情勢 等 も 踏 

価格 の 上 昇 等 の 影響 も 懸念 され る 中 、 様 々 な 事業 まえ 、 資 金 繰り 支援 ( 人 SAN 
SR と や 、 年 度 ・ 長 引く コロ ナ 影 響 に より 、 債 務 の 過剰 感 が 増し 
末 に 向け て 、 運 転 資金 等 の 需要 が 高まる こと を 踏 て いる 事業 者 に 対し て ガイ ドラ イン も 活用 し な 
まえ 、 中 小 企業 等 の 金融 の 円 滑 化 に つい て 、 鈴 が ら 、 事 業 再 生 等 を し っ か り と 支援 し て いく 、 

大 臣 を は じ め と する 政府 当局 者 と 官民 の 金融 関係 と いっ た 声 が 聞か れ ま し た 。 

団体 等 の 代表 者 と の 意見 交換 会 を 開催 し まし た ※。 また 、 官 民 の 人 金融 関係 団体 等 に 対し 、 上 記事 項 
等 に つい て 、 関 係 大 臣 連 名 の 書面 で 要請 し まし た 。 
合わ せ て 、 今 後 、 ガ イド ライ ン の 浸 透 ・ 定 着 、 中 
小 企業 の 収益 力 改 善 ・ 事 業 再 生 ・ 再 チャ レン ジ を 
図る た め に 、 株 式 会 社 地域 経済 活性 化 支 援 機構 及 
還 還 識 び 独 立 行政 法人 中 小 企業 基盤 整備 機構 の 協力 も 重 
要 と 考え られ る こと か ら 、 両 機構 に 対し て も 書面 
で 協力 を 要請 し 、 両 要請 文 を 公表 の 上 、 有 要請 内 容 
の 周知 徹底 を 図り まし た 。 
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・ 一 ・ < 意見 交換 会 参加 金融 関係 団体 等 > 一 一 


ET ーー EE : EE | 


・ 全国 銀行 協会 、 全 国 地 方 銀行 協会 、 第 二 地 方 銀 | 




































































| 写真 : 意見 交換 会 で 発言 する 鈴木 大 臣 | | 協会 、 人 を 全国 信用 1 金庫 協会 、 全国 信用 組合 中 央 | 
| 協会 、 信 託 協会 、 全 国労 働 金庫 協会 、 農 林 中 央 ・ 
・ 全 庫 、 日 本 政策 金融 公庫 、 全 国 信用 保証 協会 連 | 

























































































同意 見 交換 会 に お いて は 、 冒頭 、 鈴 木 大 臣 か ら RN 沖縄 振興 開発 金融 公庫 商工 組合 中 央 金庫 、| 
の 金融 関係 団体 等 の 代表 者 に 対し て 、 オ ミク | 日 本 政策 投資 銀行 、 住 宅 金融 支援 機 4 
ロン 株 に よる 感染 拡大 に 加え 、 ウ クラ イナ 情勢 、 ・ | 
原油 価格 の 上 昇 等 の 影響 も 懸念 され 、 依 然 と し て 
様々 な 事業 者 が 大 変 成 し い 状況 に 置か れ て いる 中 
で 、 改 め て 、 事 業者 の 資金 繰り 支援 に 万 全 を 期し 
Ua Am 2ESUUENSNGEE 旧 開 間 上 1 BU 

さら に 、 鈴 木 大 臣 か ら 、 来 年 度 は 、 増 大 する 債 
務 に 苦し む 事 業者 の 再生 支援 等 も 、 一 層 重 要 な 課 
題 で ある こと か ら 、 全 国 銀行 協会 が 中 心 に な っ て 
と り ま と め た 、「 中 小 企業 の 事業 再生 等 に 関す る 
2 人 ドラ (0 ン 中 (し RW ラリ // | 介 消 族 
業 省 と と も に 発表 し た 「 中 小 企業 活性 化 パ ッ ケ ー 
ジ 」 を 有効 に 活用 し た 上 で 、 上 厳し い 経営 環境 に あ 
明夫: 邊 Setee ジ カッ の 泊 取 旨 で 0U た だ たく トド 
0 衝 GSURUN ei けり ま し た 


















































































































































































































































































































































清 大 臣 政 務 官 ( 石 ) 
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※ 。 | 年 度 未 に お ける 事業 者 に 対す る 金融 の 円 滑 化 に つい て 及び 事業 者 等 に 対す る 金融 の 
] https://www.fsa.go. ROD html を ご 参照 くだ さい 。 











滑 化 に つい て 等 | は 
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を を はじ め に 

金融 庁 で は 、 様 々 な 分 野 の 多様 な バッ ク グ ラウ 
ンド を 持つ 有識者 と 地域 金融 機関 に よる 議論 を 通 
じ 、 地 域 金融 機関 の 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル や 
地域 経済 活性 化 に 資す る アイ デア ・ 方 策 の 創出 に 
つなが る こと を 目的 と し た イベ ント |Regional 
Banking Summit (Re:ing/SUM) 」 を 開催 し て い 
3 

本 年 度 も 日 本 経済 新聞 社 と の 共催 に より 、 2 月 
11 日 ( 金 ) か ら 2 月 26 日 ( 土 ) まで の 各 週 末 に オ 
ン ラ イン 配信 に て 開催 し まし た ※1。 特に 今回 は 、 
実際 の 会 場 で 開催 し た 際 に 生ま れる 参加 者 同士 の 
交流 と 同様 の 効果 を 狙い 、 オ ン ラ イン 上 の 仮想 空 
間 で 視聴 者 相互 に コミ ュ ニ ケー ショ ン が 図れ る 仕 
組み (バー チャ ルネ ッ ト ワ ー キ ング スペ ー ス ) も 
析 の le 

各 コ ン テ ン ツ で は 、 多 彩 な 有識者 と 多く の 地域 
金融 機関 の 役職 員 の 方 々 に 登壇 いた だ き 、「 事 業 
NN 人 邊 NM カシ クノ 08 0 
れ か ら ま すま す 重 要 性 が 高まる 「SDGs」 、| 超 
高齢 社会 の 金融 サー ビス | を は じ め と し た 幅広 い 
0 SN NHISBS( 科 ( 朋 の 人 
力 豊 か に 様々 な 意見 を 交換 し 、 議 論 い た だ きま し 
a 

本 稿 で は 、 各 コン テン ツ の 概要 を ご 紹介 し ます 。 










































































概要 
信 開 会 挨拶 
開会 挨拶 の 中 
で 、 鈴 木 大 臣 か 
ら 、 新 型 コ ロナ 
ウイ ルス の 影響 
で 傷つい た 日 本 
経済 の 立て 直し 
に は 多 方 面 か ら 
の 支援 が 必要 、 
地域 金融 機関 に 
は 「 金 融 ] の 仲 
GOMNG ZN 











「 人 材 」 の 仲介 、 さ ら に は 「 情 





NT ホイ (パンド の 7 ルイ 6 信吉 ムペ パコ 


報 ] の 仲介 と いっ た 、 事 業者 の 真 の ニー ズ に 治っ 
た 機能 の 発揮 を 期待 し た いと いっ た 冒 の メッ セー 
ン 20) 0 ま | 7 


る @ パ ネル ディ スカ ッ シ ョ ン 
【 カ テ ゴ リ ー : 地域 銀行 の ビジ ネス モデ ル 】 
“EE < 














> 顧客 と 地域 に 付加 価値 を も た ら す よう な 人 金融 促 

介 の 実現 に 向け た 組織 運営 の あり 方 

北國 FG・ 杖 村 社 長 、 名 古屋 銀行 ・ 藤 原 頭取 、 金 
融 庁 ・ 新 発 田 銀行 第 二 課 長 と の 間 で 、 銀 行 経営 に 
お ける 将来 像 と その 実現 に 向け た 取組 みや 課題 、 
経営 の 能 取 り に あたっ て の ポイ ント 、 当 局 と の あ 
り 方 な ど に つい て 率直 な 意見 交換 ・ 議 論 が 交わ さ 
PEN 


















































> 大 企業 か ら の 新しい 人 の 流れ 

> と 人材 マッ チン グ で 地域 の 未来 を 拓く 

人 材 マ ッ チ ング に 取り 組む 地域 金融 機関 、 大 企 
業 か ら 外 部 へ の 「 越 境 ] や キャ リア 支援 、 中 小 企 
業 の 人 材 確保 に 取り 組ん で いる 方 々 が 登壇 し 、 
キャ リア の 多様 化 に より 大 企業 か ら 中 小 企業 へ の 
新しい 人 の 流れ が 生ま れつ つ あ る 中 、 人 材 マ ッ チ 
ング プレ ー ヤ ー と し て の 地域 金融 機関 へ の 期待 な 
(の OUWG 議 請 さ まり した 


















































> 経営 改善 支援 に 取り 組め る 人 金融 機関 の 組織 ・ 営 

業 体制 に お ける 運用 上 の 工夫 

= 米国 実務 と の 比較 や 

事業 再生 ・ 改 善 に 携わる 方 が 登壇 し 、 日 米 の 金 
融 実 務 の 比較 を 踏ま えな が ら 、 日 本 の 人 金融 機関 と 
取引 先 企業 が 共に 成長 し 、 ノ ウ ハ ウ 等 を 組織 的 に 




















日 経 チ ャ ン ネ ル (以下 URL) より 一 定期 間 視 聴い た 














だ け ま す 。 金融 庁 HP : https://www_.fsa.go.jp/news/r3/ginkou/20220125/20220125.html 














日 経 CH : https://channel.nikkei.co.jp/reingsum2022/# 多 





継承 し て いく た め の 人 材 確保 や 育成 の 重要 性 等 が 議 
論 さ れ ま し だ 3 


【 カ テ ゴ リ ー : 金融 教育 ・ 金 融 リ テラ シー】 

> 超 高齢 社会 の 金融 サー ビス 

高齢 者 の 金融 を 含め た 生活 支援 に 取り 組ん で いる 
方 が 登壇 し 、 超 高齢 社会 に お いて 求め られ る 金融 
サー ビス の あり 方 、 老 後に 向け た 早め の 準備 を 促す 
必要 性 、 地 域 金融 が 福祉 や 異 業種 の 事業 者 と 連携 を 
図る 意義 、IT 活 用 の 可能 性 な ど に つい て 議論 され ま 


』 我 m 四 
5 








> 金融 リテラ シー 向上 の 意義 と 地域 連携 に つい て 
金融 教育 関係 者 が 登壇 し 、 子 ども の うち か ら 人 金融 
教育 を 行っ て いく こと の 重要 性 、 高 校 で 金融 教育 が 
拡充 され る こと の 意義 、 教 育 や 行政 、 金 融 機関 等 が 
連携 し て 金融 教育 を 行う 必要 性 、 金融 リテラ シー の 
向上 が 人 々 の 生活 に も た ら す 意義 に つい て 議論 され 
AS 








> 子ども の 貧困 問題 解消 に 向け て 地域 金融 機関 が 
出来 る 7 つの こと 【 前 半 ) 
子ども の 貧困 間 題 に 取り 組 

し 、 こ ども の 貧困 に 関す る 現状 や 、 地 域 金融 が 貧困 

問題 の 解決 に 参画 する 意義 ・ 有 効 性 、 地 域 金 融 機関 

NBOGOD ョ NE ョ ョ クー ン ョ ン の 更 因 作 な と たつ の 

て 議論 され まし た 。 


』 盾 

















ん で いる NPO 等 が 登壇 


























> 子ども の 貧困 間 題 解消 に 向け て 地域 金融 機関 が 

出来 る 7 つの こと 〔 後 半 〕 

子ども の 貧困 間 題 に 先進 的 に 取り 組む 人 金融 機関 や 
業界 団体 の 方 が 登壇 し 、 具 体 的 な 取組 内 容 の 紹介 ( 
加え 、 他 の 金融 機関 が 新た に 取組 み を 進め る に あ 
た っ て の ポイ ント (金融 機関 が 持つ 強み の 理解 や 、 
金融 機関 側が 対応 で きる と より 望ま し い 点 ) な ど に 
の 0 に ME 


』 盾 



































【 カ テ ゴ リ ー : 組織 運営 ・ 活 性 化 】 
> 地方 創 生 に 向け た 共通 価値 の 創造 
と 自治 体 と の 新た な 連携 の カタ チ 
地域 課題 の 解決 に 向け て 密接 に 連携 し て 取り 組ん 
で いる 地域 金融 機関 と 自治 体 の 方 が 登壇 し 、 地 域 経 
済 エ コシ ステ ム の 形成 を 阻む 壁 と 、 そ の 壁 を 乗り 越 
える 具体 策 に つい て 、 人 材 ・ 資 金 ・ モ チ ベ ー シ ョ ン 
維持 等 の 多角 的 な 視点 か ら 議 論 さ れ ま し た 。 
3 *※2 タイ ム テ ー ブ ル は 日 経 イ ベン ト & セ ミナ ー 
https://events.nikkei.co.jp/45038/ 








ーー 地域 金融 機関 





























に も 掲載 














【 令 和 4 年 Re:ing/SUM の タイ ム テ ー ブ ル ※2】 


Regional Banking Summit (Re:ing/SUM) 日 経 地方 創 生 フォ ー ラ ム 


13; 50 


24 1e @ jg 30 


13:50 オープ ニン グリ マー クス 
も 内 閣 庁 特命 担当 大 臣 ( 全 表 ) 





鈴木 優一 


ャ > | 顧客 ・ 地 域 と に 付加 価値 を も た ら す よう な 
金融 仲介 の 実現 に 向け た 組織 運営 の あり 方 は 


14:00 [バネ リス ト ) 
北國 フィ ナン シャ ル ホ ー ル ディ ング ス 代表 取締役 社長 杖 村 修司 此 


名 古屋 狼 行 取 科 和 頭取 藤原 一 期 氏 
【 モ デレ ー タ ー】 全 融 庁 監 督 局 急行 第 二 課長 新発田 花 史 


ョ ン | 大 企業 か ら の 新しい 人 の 流れ 
- 人 材 マ ッ チ ング で 地域 の 未来 を 拓く 

【 パ ネリ スト 】 

長崎 県 プロ フェ ッ シ ョ ナル 人 閉 四 点 長崎 県 終 括 マネ ー ジ ャ ー 小谷 厚 氏 
4 30 = キャ リア コン サル ティ ング 義妹 紹 会 理事 長 人 材 ドッ ク 代表 須田 万 里子 堪 

同 代表 漬 松 誠 氏 

部 HR グ ルー プ 次 長 阪井 邦 医 氏 
松橋 敬司 民 








ジン グ デ ィ レク ター 


デレ ー タ ー】 
の 概 行 第 一 地域 全 一 企画 容 兵 
基 経 務 主 人 村 マ ッ チ ング 挫 信 宇 長 今泉 宣 親 


1 
経営 改善 支援 に 取り 組め る 金融 機関 の 組織 
営業 体制 に お ける 運用 上 の 工夫 ~ 来 国 実務 と の 比較 ~ 


【 パ ネリ スト 】 
日 本 電 氏 工業 代表 到 矢 役 麻美 
174 OO 野村 幼 合 研究 所 金 一 [イノ ペー ショ ン 事 業 本 各 会 融 デ ジタル ビジ ネス リサ ー チ 部 
夫 員 川橋 仁美 
大 王 共立 部 和 衣 企画 グル ー プ 和 査 役 用 部 洋 氏 
信用 例 軍 営業 筑 二 本 部 企業 支援 空 室長 伊藤 綱 代 
日 本 政 穫 多 融 公庫 中 小 企業 事業 本 部 北 導 信越 他 区 結 還 島本 さゆ り 丘 


【 モ デレ ー タ ー】 
衝 償 局 幸 行 第 二 課 地域 馬琴 和 佐 渡辺 華 紀 
or いり 


248e so 


*z シ ョ >| 地方 創 生 に 向け た 共通 価値 の 創造 
地域 金融 機関 と 自治 体 と の 新た な 運 携 の カタ チー 


【 パ ネリ スト 】 

山形 県 みらい 企画 信和 部長 小林 開 也 氏 
14:00 山形 有 行 営 朱 地域 振興 失語 志和 高橋 宏 輔 氏 

< 辻 欄 県 西条 市 市 民生 活 包 地域 抜 環 評 地 域 抜 凌 係 副 主 査 安永 佐和 子 兵 

頒 媒 銀行 ソリ ュー ショ ン 党 業 部 経営 サポ ー ト 室 次 長 河 潤 仁 喝 氏 
鹿児島 県 疾 硬 川内 市 企画 政策 部 長 古川 英利 氏 
許 児 人 銀行 地域 支援 部 地域 人 室長 央 森 利 徳 左 
【 モ デレ ー タ ー】 全 最 庁 落 選 季 主 地域 名 支 室 主査 笠井 奏 士 


ジョ > | 地域 銀行 の 魅力 発信 委員 会 
組織 活性 化 に 向け た アン ダー 35 の 主張 

【 バ ネリ スト 】 

リク ルー ト DIlslon 誠 拓本 部 HR 本 屋 HR エー ジェ ント Dvision 
15:30 ジネス グ クロース 分 サン カク グルーブ 束 放 吉 質 第 幹 K 
ふじ の くに 物産 代表 取締 役 西村 や す 子 琴 
南都 地 行 人 寺 紀 務 郭 主任 鈴木 友彦 氏 
過 取 張 行 法人 コン サル ティ ング 部 調査 投 < まる に わ 代表 取締 役 齋藤 注文 氏 
[モデ レー ター 





融和 督 局 線 行 第 二 計 地域 金融 企画 案 地域 生産 性 向上 支援 禁門 写 
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ャ > | 超 高齢 社会 の 金融 サー ビス 
【 バ ネリ スト ] 
全国 地域 生活 本 理事 尾川 宏 兵 
マネ ー フ ォ ワ ー ド 執行 役員 COPA Fintech 研 究 所 長 漠 俊雄 氏 
みな と 銀行 地域 戦 甘 部 部長 検 井 義 丈 区 







京都 信 用 全 下地 廣瀬 朱 実に 
【 モ デレ ー タ ー】 日 本 純 合 研究 所 理事 長 人 百合 氏 


セッ ジョン] 金融 リテラ シー 向上 の 意義 と 地域 連携 に つい て 





[パネリスト] 

ファ イナ ン シ ャ ルプ ラン ナー・ 金 誤 教 育 天 務 家 キャ サリ ン & ナ ン シ ー 
名 古屋 大 学 教育 学部 肘 尾 中 ・ 高 等 学校 特 任 教 舌 章 副 松長 原 項 子 氏 
丈 情 療 行 マー ケティング 部 長 業 ライ フ プ ラン 部 長 今井 豊 氏 

十 八 角 利行 半生 役員 営業 推進 部 長 山川 信彦 氏 
【 モ デレ ー タ ー】 関 生計 大 学 吾 反 プ ジャ パン プラットフォーム 画 間 村尾 信 商 氏 


sz] 子供 の 貧困 間 題 解消 に 向け て 
地域 金融 機関 が 出来 る 7 つの こと 【 前 半 】 


【 バ ネリ スト ] 
E+ CF- Hee 法 婦 事務 所 ) 五 十 農 裕美 子 雌 
= UFJ 経済 政和 部 主任 本 実 員 基 
誠 平 
次 支援 セン ター・ む す び え 理 事 胡 湯浅 誠 氏 
全 杏 子ども の 仙 還 ・ 教 育 支援 国体 協 葉 会 弄 代 表 理 事 渡辺 由美 子 氏 
【 モ デレ ー タ ー] 全 融 庁 結 合 政和 業 司 結合 到 入 課 課長 補佐 上 大 谷 起 一 


sz ョ ン | 子供 の 貧困 問題 解消 に 向け て 
地域 金融 機関 が 出来 る 7 つの こと 【 後 半 ] 
【 パ ネリ スト ] 
18:00 日 本 証券 業 哲人 SDGS 推 進 本 部 SDGS 準 座 素 胡 療 川 愉 子 氏 
? 麻 完 人 鍼 行 経営 企 画 部 サス テ ナ ビリ ティ 挫 半 室 室 長 依 留 頁 上 
沖縄 技 行 総合 信 画 部 経営 を グ ルー プ 請 哀 役 鈴木 涼子 氏 
東京 スタ ー 導 経営 企画 部 アシ スタ ント ヴァ イス プレジデント 生 堂 訪 美 氏 
【 モ デレ ー タ ー】 全 策 庁 結 合 玉 記 結合 政 評 課 胡 補佐 平林 高明 


9 14:00 記 


18: 30 


15:30 
2 












wsz ョ ン | 地域 と SDGs ~ ア バレ ル 産 業 に 学ぶ 


【 パ ネリ スト ] 
スバ パイ バー Head of Sustainabiity Strategy 青木 ユリ シー ズ 氏 
山 刺 中 大 鏡 行 コン サル ティ ング 営業 語 コン サル ティ ング 芝 業 室 室長 代理 
野々 川 抑 一 紅 

人 孝 振 行 冬 机 
信行 綴 務 部 長 
【 モ デレ ー タ ー】 鐘 今 サ ステ ナビ リティ 研究 所 代表 理事 青沼 愛 氏 


5 の 馬 、 り の) さそ ちと すき と ンプ 
構築 に 向け て 


【 パ ネリ スト ] 
国立 環境 各 究 所 社会 シス テム 環 域 シス テム イノ ペー ショ ン 研究 室 室長 
村井 実地 
滋賀 震 行 純 人 企画 部 サス テ ナ ブ ル 間 中 長 其 サス テ ナ ブル 推進 グル ー プ 長 
嶋崎 良 伸 氏 
中 国人 生 2 ーション 学生 経 合 企画 部 新 親 事 豆 間 発 セ ンタ ー 調 友和 
堀 意 太 
北洋 線 行 ES 幸長 岸 渡 光弘 直 
本 木 交 和 法人 基部 地域 人 調査 答 大 辺 潤 E 

ーー】 PwC あら た 有限 仙人 因 査 法人 ガバ パナ ンス ・ リ スク ・ 

ンス ・ アドバイザリー 部 ディ レク ター 西原 立 氏 


茎 グ ルー プ 避 査 役 高田 幸輔 氏 


















で ンク ォ に | >] ペン チャ ー 育 成 を 通じ た 日 本 企業 ・ 経 済 の 
A dd A 活性 化 と 地域 金融 機関 と の 連携 


【 パ ネリ スト 】 

地域 共 閣 ネッ トワ ー ク 代表 取締 役 板 本 忠弘 上 

みさ き 投 資 代表 取 策 役 社長 中 神 康 議 丘 

カル ティ ベイ ト 代 衣 取締 役 比 梨香 記 

日 比 谷 バー ク 法 筆 事 務 所 パー トナ ー 松山 造 氏 

【 モ デレ ー タ ー】 シン クタ ンク ・ ソ フィ アバ ンク 代表 藤沢 久美 氏 


17:00 
? 


【 バ ネリ スト ] 

ユー クレ ナ 代表 阪 因 役 社長 出雲 充 兵 

フォ ー ス ・ マ ー ケ ティ ング アン ド マ ネ ー ジ メン ト 代表 取締 役 CEO 岸田 彰一 郎 丘 
リバ ネス 代表 取締 柚 グ ルー プ CEO 丸 幸弘 氏 

地域 経済 活性 化 文 押 機 精 代表 了 閑 役 埋 務 渡 和 准 所 

太夫 立 鍵 行 常務 取締 益 土屋 論 氏 

泊 栓 箇 田 信用 全 庫 代表 理事 専務 平井 正大 上 

【 モ デレ ー タ ー】 全 吾 庁 企画 市 場 局 市 場 椅 長島 大 征夫 









17:00 
? 





Regional Banking Summit (Re:ing/SUM) に に ウリ リト た or/ パ 


LU 日 経 地方 玉生 フォ ー ラ ム 
ル 信 カテゴリー 地方 食 生 フォ ー ラ ム 
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イク ス 事 業 グル ー プ コン サル ティ ング セー ルス 


タ ア ナリ ティ クス 事業 グル ー プ コン サル ティ ング 
イス ト 奉 藤 王 敵 朱 


テー ル 変 革 と 地方 食 生 に 向け た 
ae XSAS の 取り 組み 


党 革 部 部 長 代 理 宮里 大 
SAS Institute JaPan ソリ ュー ショ ン 統 括 本 部 部 長 原島 淳 天 


る ノウ ハウ 共有 と Al の 可能 性 (14:00 ~) 

【 パ ネリ スト 】 

経済 業 経済 業 牙 策 屋 地域 経済 産業 ク グル ー プ 地域 企業 高度 化 失 鍵 長 
荒木 太郎 氏 

エル テス 取締 役 /JAPANDX 取 謗 役 /AIK 双 締 役 三川 本 所 
山形 県 信用 保証 協会 企業 祥 近 部 部長 東海 林 充 志 氏 

八 十 一 紹 行 次 者 企業 支援 グル ー プ 主 和香 査 投 高松 秦 朝 夷 

名 古屋 雇 行 封 行 役員 例 又 投資 部 部 長 近藤 穫 

【 モ デレ ー タ ー】 

全 融 庁 笑 作 局 銀行 第 二 麻 地域 全 青 企画 奉 長 

開 綴 務 誠 人 村 マ タチ ング 浴 進 生長 今泉 宣 親 

@ 地 域 経済 と 事業 再生 の 現場 か ら (15:30 ~) 
【 パ ネリ スト ] 

PwC アド バイ ザ リ ー パー トナ ー 奥 総一郎 氏 

地域 経済 性 化 寺地 域 活性 化 支援 本 部 マネ ー ジ ング - ディ レク ター 

ヘル スケ アテ チー ムリ ー ダ ー 羽田 雅史 氏 

山形 線 行 常務 取締 役 藤山 豊 氏 

東 地 宜 行 常行 役員 / と うほ う 地 域 結 研究 所 理事 長 矢 央 光一 氏 

【 モ デレ ー タ ー】 

全 最 語 天 侍 局 拓 行 二村 地 域名 胡 福 佐 渡辺 茂 紀 


る まとめ (17:00 
全曲 庁 攻 指 局 各行 穫 二 康 兵 新発田 本 史 


17:20 クロ ー ジ ング リマ ー ク ス 
? 内 周 府 大 臣 政 務 宮 宗 漬 皇 一 


14:00 

















NGN ま の 


2 25 ya 日 経 地方 人 劉生 フォ ー ラ ム 
人 上 ル 信 カテ ゴリ ー] 地方 創 生 フォ ー ラ ム 
恒 民 地方 創 生 に 向け た 新 次 元 の 
ドニ) レノ リアル の の し 1 
SBI ホ ー ル ディ ング ス 代表 取締 役 社長 北尾 吉孝 氏 
恒 本 ESG ファ イナ ンス 評価 と 地域 金融 
ー グ リー ン 、 トラ ンジ ショ ン 、 イン バ パクト の 最新 事情 ~ 
格付 投資 情報 セン ター 夫 行 役員 ESG 准 進 裕 長 小林 華氏 
陳 本 地域 金融 に お ける 有価 証券 運用 の 未来 


ー オ ル タ ナ ティ ブ デ ー タ を 用 いた 
責 産 運 用 DX・ 投 資 フ 判断 の 事例 


日 経 全 台 工学 研究 所 クローバ ル 事 業 部 主任 写実 山下 悦 史 氏 

恒 村 商工 中 金 の 経営 改善 ・ 事 業 再生 支援 の 取り 組み 

本 工 和 人 中 央 全 庫 専務 貫 行 役員 ファ イナ ンス 本部 長 小野 木 哲也 氏 
「LoBaMaS」 構想 


本 情報 技術 代表 取締役 木村 隆夫 兵 
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> 地域 銀行 の 魅力 発信 委員 会 一 組 織 活性 化 に 向け 
た アン ダー35 の 主張 
「 副 業 ・ 兼 業 ]」 の 枠組 み を 採用 する 地域 銀行 と 
その 効果 を 知る 有識者 が 登壇 し 、 当 該 枠組 み が 、 
( 還 叶 OU 2U 70/ / 2 モト 二 
レン = ンジ 2 の 】 同 目 還 誰 ジ 0 ジ CAEOA 2NNSUU By 













































































た ら す 真 献 度 合い と 組織 全体 へ の 影響 の 観点 か ら 、 

















どの よう こと を 期待 する か 、 ど の よう な 有意 義 な 
効果 を 生じ 得る か と いっ た 点 に つい て 議論 され ま 
ES 











> 社外 取締 役 の 役割 発揮 に 向け て 

金融 機関 な ど で 社 外 取 締 役 と し て の 豊富 な 経験 
も 持つ 有識者 が 登壇 し 、 社 外 取締 役 と し て 、 足 下 
か ら 将 来 に 向け 重要 と な っ て いく 役割 や 、 こ うし 
た た 役割 を 的 確 に 発揮 する 上 で 必要 な 組織 ・ 執 行 側 
と の 関係 性 の あり 方 な ど に つい て 、 意 見 交換 ・ 議 
0 の IN 












































【 カ テ ゴ リ ー : SDG s ・ ベ ンチ ャ ー】 
> 地域 と SDG s アパ レル 産業 に 学ぶ 

SDG s の 観点 か ら 地 域 活性 化 に 取り 組ん で いる 
方 が 登壇 し 、 ア パレ ル 産 業 に お ける 具体 的 な 取り 
組み と と も に 、 地 域 金 融 が 企業 と 取り 組む リサ イ 
クル の 実例 や 、 事 業 に どの よう に SDGs を 落と し 込 
むか 、 加 えて 企業 戦略 と し て の SDGs に つい て 議論 
RU 26 


















































> 地域 の 脱 炭 素 産業 エネ ルギー シス テム 構築 に 向 
け て 

脱 炭 素 化 に 取り 組ん で いる 方 が 登壇 し 、 産 業 集 
貫 地 域 の 脱 炭 素 化 を 促進 する に あたり 地方 銀行 が 
担う 役割 、 そ の た め の 自 治 体 と の 連携 や 必要 な 人 
材 の 確保 、 組 織 内 で の 共通 認識 の 醸成 と いっ た 課 
9 の UNG 主語 き れ ま | た 。 


















































> ベン チャ ー 育 成 を 通じ た 日 本 企業 ・ 経 済 の 活性 
化 と 地域 金融 機関 と の 連携 





























ペン チャ ー の 表 成 に 取り 組ん で いる 衣 の 登 直上 


地域 金融 機関 と 国 や 地方 自治 体 ・ ベ ンチ ャ ー 企 
業 ・ 夫 学 と の 連携 の あり 方 や 、 ベ ンチ ャ ー 企 業 支 
援 に お ける 地域 金融 機関 の 役割 に つい て 議論 され 
ま し 完 。 











【 カ テ ゴ リ ー : 事業 者 支援 】 

と > ノウ ハウ 共有 と AI の 可能 性 

事業 者 支援 に 取り 組む 地域 銀行 や 信用 保証 協会 
と 人 工 知能 (Al) 分 野 の 有識者 等 が 登壇 し 、 個 別 
事業 者 支援 に 関し て 現場 で 具体 的 な 知見 や ノウ 
ハウ を 共有 する こと の 重要 性 や Al 等 を 活用 し た 事 
業者 支援 の 効果 的 ・ 効 率 的 実施 の 可能 性 等 に つい 
て 議論 され まし た 。 































































































> 地域 経済 と 事業 再生 の 現場 か ら 

事業 再生 の 第 一 線 で ご 活躍 の 方 が 登壇 し 、 個 別 
事業 者 の 支援 に 加え て 地場 産業 な ど 面 的 な 支援 に 
つい て も 地域 金融 機関 が 主体 的 に 取組 ん で いく こ 
と や 、 地 域 愛 や 人 間 愛 を 人 略 き 通せ る よう な 人 材 育 
成 等 の 重要 性 に つい て 議論 され まし た 。 



























































と まとめ (事業 者 支援 ) 

新発田 銀行 第 二 課長 が 登壇 し 、 事 業者 支援 の 目 
的 で ある 事業 者 の 再生 、 地 域 の 再生 を 達成 する た 
め 、 金 融 機関 の 現場 職員 個人 の 事業 者 支援 能力 の 
向上 だ け で な く 、 組 織 を 超え た ネッ トワ ー ク の 構 
築 、Al や 高度 な 再生 手法 等 の 「 手 段 ]」 の 上 手 な 活 
用 が 重要 と し た 上 で 、 金 融 庁 で も 、 地 域 金 融 機関 
や 地域 の 支援 機関 が 、 事 業者 支援 の ノウ ハウ ・ 知 




















































































































見 を 地域 ・ 組 織 ・ 業 態 を 超え て 共有 し て いく 取組 
と 指摘 し 放 し 汚 。 








み の 後 押し を し て いき た い 、 


人 閉会 挨拶 

款 清 大 臣 政 務 官 
か ら 、 地 域 金融 機 
関 が 、 地 域 の 経済 ヾ 
2 ca の 
0 の DS 
ES 
る の か 、 本 イベ ン 
ド が 二 助 と の り 、 
お 金 に 限ら ず 人 や 
情報 な ど 多 方 面 か 
ら の 事業 者 支援 の 
促進 、SDG s な ど 男 1 
の 社会 的 課題 や イノ ベー ショ ン の 創出 に 関心 を 持 
5 回 0 0200 二 22 コ NS SIS に KS 2 ショ 
衣 が 生ま れ 成 果 選 つなが つく いく こと を 朋 侍 た 
いと いっ た 冒 の メッ セー ジ が あり まし た 。 
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「FIN/SUM2022」 





金融 庁 と 日 本 経済 新聞 社 は 、 国 内 最大 級 の フィ 
レン 02 クン 0 2422 レン ルス で の 20lIN SMMNM 
2022] を 、 3 月 29~31 日 の 3 日 間 に わ た っ て 開催 
し じ 語 し 。 








| 写真: 「FIN/SUM 2022」 の 模様 | 


今回 も 、 感 染 症 対策 に 万 全 を 期す 観点 か ら 、 参 
加 者 同士 が 「3 密 」 (密閉 空間 、 密 集 場所 、 密 接 
場面 ) を 回 避 す る た め の 措 置 を 講じ る と と も に 、 
オン ライ ン 会 議 シ ステ ム を 用 いた リモ ー ト 参加 お 
由 び NZ 但 昌 を お お の つ 8 と の (クリ / ド 形 
式 で 開催 され まし た 。 





























2 日 目 と な る 30 日 に は 、 金 融 庁 主催 の シン ポジ 
ウム を 開催 し まし た 。 「Scaling Finance for 
Sustainable Growth] を テー マ に 、 金 融 が 気候 変 
動 等 の 社会 課題 の 解決 に 寄与 し 、 経 済 の 持続 的 成 
長 に 資す る も の と し て 進化 いく こと が 必要 で ある 
と の 認識 の 下 で 、「| 金 融 ・ 決 済 イ ン フ ラ の 未来 」 、 
「 拡 大 する 分 散 型 金融 へ の 対応 ] 、「 責 任 あ る 行 
動 が 癌 く デ ジ タ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 」| 、「 日 本 に お け 
る 新た な 金融 サー ビス の 現状 と 展望 ] 、「 ブ ロッ 
クチ ェ ー ン 時 代 の AML/CFT」 、 | 世界 に 開か れ た 
国際 金融 セン ター の 実現 ] 、 | クラ イメ ー ト テッ 
ク の 明快 二 未来 中 の (も セ ソ ンション つり ギ 仙 
界 や 技術 コミ ュ ニ ティ 、 事 業者 、 金 融 当 局 や 中 央 
銀行 等 の 専門 家 を 招 聴 し 、 多 様 な 視点 か ら デ ィ ス 
20 ソ ション を 休ま 7 
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55IGMN Nm ン ン ボ ポン レム で の 稚 未 天 屋 (全店 る 
開会 挨拶 及び 黄 川 田 副 大臣 に よる 閉会 挨拶 を ご 紹 
UP BE 6 

















【 鈴 木 大 臣 開会 挨拶 】 








金融 担当 大 臣 の 鈴木 俊一 で ご ざい ます 。 

本 日 は フィ ン サ ム (FIN/SUM) 2022 に ご 参加 
頂き まし て 、 誠 に 有難 う ご ざ いま す 。 金融 庁 シン 
ポジ ウム の 開催 に 当たり 、 主 催 者 と し て ご 挨拶 申 
| 間 Mkd5 




















社会 全体 の デジ タル 化 が 加速 する 中 、 ブ ロッ ク 
チェ ー ン や A | と いっ た 革新 的 技術 を 活用 し た 、 
多様 な 金融 商品 ・ サ ービス の 提供 が 進み つつ あり 
ます 。 従来 の 金融 機関 の みな ら ず 、 ス ター ト ア ッ 
プ 企 業 や 、 非 金融 事業 を 営ま れ て いた 事業 者 な ど 、 
様々 な プレ イヤ ー の 方 々 が 金融 分 野 に お ける イノ 
ペー ン 2 ロレ ラッ クン リ 0  UlEn2 藤 い に 
歓迎 し て お り ま す 。 





な ぜ な ら 、 こ うし た 新た な 金融 サー ビス が 、 少 
子 高齢 化 、 気 候 変動 、 地 方 創 生 、 中 小 企業 の 成長 
支援 と いっ た 、 我 が 国 お よび 国際 社会 が 抱え る 社 
会 課題 の 解決 や 、 経 済 の 持続 的 成長 に 貢献 する 可 
能 性 を 有 し て いる か ら で す 。 





























フィ ン テ ッ ク に よる 社会 課題 解決 へ の 貢献 の 事 
例 と し て 、 例 えば 欧州 や 米国 で は 、 主 に 若い 世代 
を ター ゲッ ト と し て 、 商 品 製造 時 に 排出 し た 二 酸 
化 炭素 を 推定 し 、 ア プリ 上 で 表示 ・ 比 較 す る よう 
な 機能 を 提供 する サー ビス が 拡大 し て いま す 。 持 
続 可能 な 社会 の 構築 に 向け て 重要 な こと は 、 一 人 
生 信 が 貢 借 あめ る 術 動 を と る こと で 王 。 デ テクノ ズ 回 
ジー の 活用 を 通じ て 、 人 々 の 行動 変容 を 促す よう 
な 金融 サー ビス が 発展 ・ 普 及 す る こと は 、 大 変 望 
sal Ge Us 


























また 、 プ ラッ ト フ ォ ー マ ー に より 金融 サー ビス 








が 提供 され 、 デ ジタル 資産 や キャ ッシュ レス 決済 最後 に な り ま す が 、 ご 登壇 者 の 皆様 に は 御礼 を 
手段 が 普及 る な と テン タル 人 (対応 し た 新た 5E レ E げ る と と も に 大 催 者 で U で 本 カン アァ 
な 金融 サー ビス が 拡大 する 中 で 、 金 融 庁 と し て も 、 レン ス の 開催 に ご 尽力 いた だ いた 日 本 経済 新聞 社 
新た な 成長 の エン ジン を 和 金融 面 か ら サ ポー ト す る に も 感謝 を 申し 上 げ ま す 。 本 日 の 議論 が 実り 多き 
Ma020002( ジ 2020 ヨン ョ 2 MOON SON の 800 邊 NO の ビィ 50 。 (ニニ 
回 NG 39 ショ ン の 実現 に 貢献 する も の と な る こと を 祈念 し 
(20UISSGn HOC2VU2 2 2 0 の 





























































































































それ と 同時 に 、 利 用 者 保護 や 金融 レス テム の 安 
定 、 金 融 犯 罪 の 抑止 と いっ た 環境 整備 も 適切 に (以上 ) 
押し り ま す 。 「 規 制 は イノ ベー 
ショ ン の 障害 だ ] と 考え る 方 も いら っ し ゃ る か も 
RM 国民 が 安心 し て 利用 で き な い サー 

に 持続 可能 性 や 発展 は 望め な いと 思い ます 。 
A の ー 
間 で 、 考 え 方 に 違い が ある か も し れ ま せん が 、 関 
係 者 間 で よく 対話 し 、 協 調 関係 を 築く こと で 、 適 
切な 規制 環境 の も と イノ ベー ショ ン を 後押し し 、 
未来 に 向け て 価値 を 創造 し て いく こと が で きる と 
(UIGU ま 9 























































































































更に 、 日 本 が ビジ ネス を 行う 場 と し て の 魅力 を 








向上 させ る た め に 、 国 際 金 融 セ ンタ ー を 目指 し て 【 黄 川田 副 大 臣 開会 挨拶 】 
人 材 ・ 企 業 ・ 資 金 を 呼び 込ん で いく こと も 重要 で 内 閣府 副 大 臣 の 黄 川田 仁志 で す 。 フ ィ ン サ ム 






































金融 訂 で は これ まで 、 関 係 省 庁 と 連携 し 、 行 (FIN/SUM) 2022 ・ 金 融 庁 シン ポジ ウム の 閉会 
政 の 英語 対応 、 規 制 ・ 税 制 に 係る 措置 、 ビ ジネス に 当たり 、 主 催 者 と し て ご 挨拶 申し 上 げ ま す 。 
環境 や 生活 面 の 課題 の 改善 な どの 様々 な 取組 み を 日 は 、 今 回 で 6 回目 の 開催 と な る フィ ン サ ム に こ ご 
進め て まい り ま し た 。 今後 、 さ ら に 海外 の 資産 運 NUMS0SISNA(e の 0 こさ いま に トド 
A に 努め て いく ほか 、 世 界 ・ ア ジア た 、 開 催 に ご 尽力 いた だ いた 共催 者 の 日 本 経済 新 
お ける 持続 可能 な 社会 の 構築 に 向け た 投 融資 の 聞 社 に も 感謝 申し 上 げ ま す 。 
















































































































































































A [グリ ー ン 国際 金融 セン 
ター」 を 含め た サス テ ナ ブ ルフ ァ イ ナ ンス 推進 の の) 回 2 の 2a Ke 主 20 0 リン ンク トド ラッ ルリ ショ シン 
た め の 環 境 整備 を 強力 に 推進 し て まい り ま す 。 ス ・ フ ォ ー・ サ ステ ナブ プ ブル ・ グ ロー ス (Scaling 








Finance for Sustainable Growth) 」 で し た 。 す 

いずれ の 論点 に i ょ 、 社 会 課題 解決 _ な わ ち 持続 的 成長 に 向け て 、 現 在 そ し て 未来 の 金 
と 経済 の 持続 的 成長 に 向け 、 金 融 当局 も 含め た 融 が どう ある べき か に つい て 、 当局 関係 者 に 加え 、 
A 金融 機関 、 フィ ン テ ッ ク 企 業 、 研 究 者 な ど 、 多 方 






























































誤 が かめ る と いう こと で 。 で そこ で 、 誠 ジジ ポジ 殺 で ご 活躍 され て いる 様々 な 立場 の 方 々 に ご 議論 
必 の テーマ 「 丸 ケー リ ジ グ タテ アイ デジ ※ 六 787 くき まり し 6 

フォ ー・ サ ステ ナブ プ ブル ・ グ ロー ス | (Scaling 

Finance for Sustainable Growth) と し まし た 。 ここ で 金融 サー ビス の 歴史 を 振り 返 | 9 



























































本 日 ご 参加 ・ ご 視聴 頂い て いる 皆様 に は 、 ぜ ひと お 金 を 預け る 時 や 預金 を 引き 出す 時 に は 、 通 帳 と 
も その 担い 手 に な っ て 頂き た いと 考え て いま す 。 印鑑 を 持っ て 銀行 窓口 まで 行か な けれ 陸 ら な い 6 





























時 代 が あり まし た 。 その後 、ATM の 登場 に より 、 当局 ・ 民 間 、 金 融 ・ 非 金融 を 間 わ ず 、 協 働 し て い 
休日 で も お 金 を 銀行 か ら 出 し 入れ する こと が で き SSD) 回 OZ (00 6 の 
飼 ま うう 信宏 衣 し 庄 。 所 様 に と っ て こう し た 協 働 の 一 助 と な る こと を 祈 
念 い た し まし て 、 本 日 の 閉会 の 言葉 と させ て いた 
本 ンタ ニポン キョ ンク を 人 50 WV )、 き まお の ミ 滞 昌 あり の と うに さい まし / 
オン ライ ドン で 大 方 ま 電 る に 608 も 5 ら の 2 の / (2 四 合 ) 
利用 者 が 金融 業 以外 の 企業 か ら 商 品 ・ サ ービス を 
購入 ・ 利 用 する 際 に 、 金 融 機関 を 意識 する こと な 
く 、 金 融 サ ービス を 受け る こと も 可能 と な っ て い 
ます 。 例 えば 、 一 見 する と 人 金融 業 を 行っ て いな い 
事業 者 が 提供 する アプ リ で 商品 購入 だ け で な く 、 
送金 や 資産 運用 、 ア プリ の 利用 実績 等 を 用 いた 与 
信 な どの 金融 サー ビス を 利用 で きる も の が あり ま 
Y。 こ うし 泡 い 5 め る 直之 ペペ デッド ゥ マテ ァ イ 胡 ジジ 
ス (Embedded Finance) は 、 金 融 機関 や フィ ン 
テッ ク 企 業 だ け で な く 、 非 金融 企業 が それ ぞ れ の | 写真 : 閉会 の 挨拶 を する 黄 川 田 副 大 臣 | 
強み を 活か し 、 手 を 組む こと に よっ て 実現 し て い 
ます 。 こ の ほか に も 、 デ ブロック チェ ー ン 技術 を 活 
用 し た 暗号 資産 や 分 散 型 金 融 と いっ た 新しい 領域 
の ービス も 生ま れ て いま すず / 



































































































































YOu very much for joining us も 
[for he GAN FIN/SUM. 
















































































日 本 で ATM が 初め て 利用 され た の は 50 年 以上 
前 で す が 、50 年 前 に 今 の 状況 を 予想 で き て いた 

の UNEOUONG OoUU( の の 5950 
後に お いて 、 金 融 サ ービス が どの よう に 進化 し て 
いる の か を 予想 する こと も 、 ま た 困難 で あり ます 。 
用 か が し 、 一 つ 分 か っ で いる こと は 、 湖 融 サー ビス 
OE 6 の SN 
価値 ある サー ビス を 展開 する べき で ある 、 と いう 
こと で す 。 そ うし た 観点 か ら 、 新 型 コ ロナ 感染 症 
に よる 非 対 面 ニー ズ や 、 和 気候 変動 問題 を 踏ま ほえ た 
環境 対策 を 行う ニー ズ と いっ た 足許 で 起こ っ て い 
る 様々 な 社会 問題 に 応え る 金融 サー ビス が 登場 し 
で き て いる と と 民 づ いで 、 OD 
ます 。 こ うし た 歩み を 加速 する た め に は 、 金 融 の 
デジ タル 化 の 進展 が 欠か せ ず 、 人 の 

持っ て 積極 的 に 推進 し て いく 必要 が あり ます 。 











































































































最後 に な り ま す が 、 日 本 の 金融 が 価値 を 生み 出 
し 経済 所長 避 軸 山 lMGN 7 の 


ml 



































グロ ー バ ル マ ネ ー ウ ィ ー ク (GMW) で の 金融 庁 の 取組 み 




















みな さま 、3 月 下旬 の イベ ント と いえ ば 、 何 を 想 
像 され ます か ? 卒業 式 、 お 花見 、 春 の セン バツ … 
OUN2 の 5 の 40 EMRN 和 0 se 000008 2 | 
「 グ ロー バル マネ ー ウ ィ ー ク (GMW) 」 も ぜひ 加 
逐 で て で い 遍 き 六 いと 避 い 評 ず 。 
































GMW は 、2012 年 か ら 始 まっ た 子供 ・ 若 者 に 対す 
る 金融 教育 ・ 金 融 包摂 の 推進 の た め の 国 際 的 な 啓 
発 週間 で 、 例 年 3 月 20 日 頃 の 1 週間 で 開催 され ま 
す 。 2020 年 か ら は 、OECD に 事務 局 を 置く | 金 
教育 に 関す る 国際 ネッ トワ ー ク (INFE) 」 の 主催 
と な り 、 昨 年 の GMW2021 で は 、 世 界 で 2 億 人 以上 
の 方 が 金融 に 触れ て いた だ いた と いう ビッ グイ ベ 
NN 人 0 り 0 まま 0 EN 月 2 上 目 0 う 2 Ge 
の 一 週間 、 世 界 各国 の 様々 な 団体 が 、 子 供 ・ 若 者 
向け の 金融 教育 を 推進 する イベ ント を 行い まし た 。 
日 本 で は 、 金 融 庁 と 日 本 銀行 が 窓口 と な っ て いま 
すず 

新型 コロ ナウ ィ ル ス 感 染 症 の 影響 で 、 対 面 で の 
大 き な イ ベン ト 開 催 は 依然 と し て 難し い 状況 で は 
あり ます が 、 金 融 庁 、 日 本 銀行 以外 に も 、 金 融 関 
連 団体 、 個 別 金融 機関 だ け で な く 、 民 間 で 金融 教 
育 に 取り 組ま れ て いる 団体 に も ご 参画 いた だ きま 
し た 。 金融 庁 で は 、 日 本 経済 新聞 社 と 連携 し 、 特 
に 若い 方 に 大 人 気 の 知識 集団 0uizKnock( ク イズ 
ノッ ク ) さ ん と の 座談 会 を 特設 HP に 掲載 ※ い た だ い 
た ほか 、BS テ レ 東 で の 人 金融 教育 に 関す る 特集 番組 























































































































グ クロー バル 
マネ ー ウ ィ ー ク 


スペ シャ ル 
対談 








日 本 経済 新聞 





ペー ンジ (の 1 























ウェ ブサ イト 


に 出演 し まし た 。 ま た 、 北 海道 財務 局 、 近 畿 財 務 
局 に お いて も 、 日 本 銀行 や 金融 関連 団体 と 連携 し 、 
成年 年 齢 引下げ 等 を トピ ッ ク に し た シン ポジ ウム 
を 開催 し て いた だ きま し た 。 そ の 他 の 団体 や 個 社 
に お か れ て も 、 イ ベン ト や 集中 的 な 周知 広報 な ど 
SMiAGINVS7G SO ES 7 
































この よう に 多く の 関係 者 に ご 参画 いた だ けた 背 
景 と し て は 、2022 年 4 月 か ら 高 校 学習 指導 要領 が 
改訂 され 、 特 に 家庭 科 分 野 に 資産 形成 が 盛り 込ま 
れ た こと 、 ま た 同時 に 成年 年 齢 が 18 歳 に 引き 下げ 
られ 、 高 校生 で も 例え ば クレ ジッ トカ ー ド を 自分 
で 作っ た り で きる よう に な る こと か ら 、 金融 教育 
(9 E 寺 0 当 四 0 SO の 0 9 
こう し た 環境 変化 を 念頭 に 、 金 融 庁 や 日 本 銀行 、 
関連 団体 で は 、 様 々 な 教材 開発 や 情報 発信 等 を 
価 る < で まい ゆい り ま し た し 、 侍 融 古 に お いで も 芋 品 
2 人 2 BE2000780S0000 5 
の 高 さ を 実感 し て いま す 。 

し か し 、 実 際 に 新 学 習 指導 要領 に 基づい た 授業 
が 行わ れる の も 、18 歳 に な っ た 方 が 成年 と 扱わ れ 
る の も 2022 年 度 以降 まさ に この 4 月 か ら で す 。 
その 意味 で 、 こ れ か ら が 正念 場 で あり 、 こ の 機運 
を も っ と 盛り 上 げ て いく 必要 が あり ます 。 金融 教 
育 が 日 本 に も っ と 定着 し 、GMW が 日 本 の 新た な 春 
の 風物 詩 と な る こと を 目指 し て 、 金 融 教 育 の 取組 
SCANUD3SESIUSNU CGN DOEEIO 
























































































































































いま 、 な せ ぜ 人 金融 教育 !? 





https://ps.nikkei.com/okanenokyoshitsu/gmw2021/index.html を ご 参照 くだ さい 。 





政策 解説 コー ナー ーーー 


監督 局 総 務 課 地域 金融 支援 室 


ヒー ニッ 


住 本 史 也 





金融 庁 と 環境 省 は 、 持 続 可能 な 地域 経済 社会 の 
活性 化 に 向け て 、 両 省庁 の 知見 や ノウ ハウ を 持ち 
寄り 、 協 働 で 取り 組む こと を 目的 に 、 令 和 3 年 3 
月 31 日 、「 持 続 可能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に 向 
けた 連携 チー ム ※1 (以下 、「 金 融 庁 と 環境 省 と の 
2 主 IGS 和 S 国 | 
各地 か ら 寄 せら れる 課題 に 対し て 、 両 省庁 が 連携 
し な が ら 取 組み を 続け て きま し た 。 












































この た び 、 金 融 庁 と 環境 省 と の 連携 チー ム が か 
か わっ て きた 取組 み の 紹介 を 通じ て 、 各 地域 の 取 
組み の 情報 発信 強化 や ネッ トワ ー ク 形成 に つなが 
る よう 、 令 和 4 年 3 月 2 日 、「 持 続 可能 な 地域 経 
済 社会 の 活性 化 に 向け た 金融 庁 と 環境 省 と の 連携 
WW ム オ イン ライ ン イ ベン ドド | を 開催 し まし た だ 。 






































まず 、 四国 環境 パー トナ オー シ ッ アオ ライ ィ イス ヌス ・ 営 
川 真由 美 氏 か ら 、 ロ ー カ ル SDGs 四 国 (以下 、「LS 
四国 ] と いう ) ※2 の 取組 み を ご 紹介 いた だ きま し 
だ 

LS 四国 で は 、 ロ ー カ ル SDGs (地域 循環 共生 圏 ) 
に 資す る 取組 み を 生み 出し 、 創 造 し て いく プラ ッ 
ト フ ォ ー ム と し て 、 課題 の 収集 ・ 取 組み の 情報 発 
信 、 ロ ー カ ル SDGs の 視点 を も っ た 創り 手 の 発掘 ・ 

















































































































この ダイ アロ グ を 通じ て 、 林 業 従事 者 と 金融 機関 、 
林業 の 現場 に お ける 業務 の 省力 化 に 取り 組む 企業 
SROO22 シ ンク 人 人 00 50 8 四国 き 
後 も 、 地 域 の 課題 を 把握 し な が ら 、 地 域内 外 の 関 
係 者 の ネッ トワ ー ク 形成 を 支援 し つつ 、 課 題 解決 
還 の A の の MMU 條 GOD OM 用 きれ NII/ 



































次 に 、 の と 共栄 信用 金庫 ・ 入 口 翔 氏 か ら 、 石 川 
県 七尾 市 で の ロー カル SDGs プ ロジ ェクト の 取組 み 
な MMOG/ こ さま に: 

石川 県 七尾 市 で は 、 平 成 26 年 1 月 、 七 尾 商 工 会 
議 所 、 の と 共栄 信用 金庫 、 日 本 政策 金融 公庫 及び 
七尾 市 の 4 者 で 創業 支援 を 行う こと を 目的 に 、 な 
な お 創業 支援 業務 連携 ・ 協 力 に 関す る 協定 書 を 締 
潤し て 維 りり 還 DD ま GOOE NIRHIUNGU GO の 
ラッ ト フ ォ ー ム を 契機 に 、 令 和 3 年 10 月 、 産 学 官 
金 9 組織 連携 チー ム に よる 、 七尾 市 に お ける 産学 
官 金 連 携 SDGs・ESG 促 進 の た め の 七 尾 SDGs コ ン 
ニン NIINOSSDGSZ 0/ UI MSAO ま 
議 大 8 

の 2 の 
お SDGs ス イッ 
SCO NE 
尾 市 に お ける 
ロー カル SDGs 






























































育成 に 取り 組む ほか 、 各 種 分 科 会 で は 、 四 国 の 1 
源 を 活用 し た 再生 可能 エネ ルギー の 導入 の 調査 ・ 
検討 、 国 内 外 の 防災 や 災害 支援 の 方 法 を 学び な が 
ら 在 住 外国 人 向け の 防災 ・ 減 災 教 育 プ ログ ラム づ 
くり を 行う 多 文 化 共生 型 の 減災 社会 づ すく りな どの 
議論 が 展開 され て いま す 。 

令 和 3 年 11 月 ・12 月 に は 、 協 力 機関 で ある 四国 
財務 局 、 金 融 庁 及び 環境 省 と 連携 し 、 持 続 可 能 な 
森林 と その 生業 に か か わる 諸 課 題 を 把握 ・ 共 有 し 
自治 体 や 金融 機関 、 林 業 従事 者 等 の 新た な ネッ ト 
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ヽ 


を 強力 に 推し 
進め る こと を 
目的 に 、 市 民 
や 事業 者 を 対 
象 と し た SDGs 
意識 調査 アン 
ケー ト 、 市 内 の 教育 現場 ( 小 中 高 ) で の SDGs や 
ン 2 ョ ンク し ロン トバ 剛 906 出 二 夫 6 ら の の 
主体 が 地域 の 現状 を 一 緒 に 学ぶ 「 能 登 SDGs 市 民 大 
学 ] の 開講 、 中 小 企業 の た め の SDGs 相 談 窓口 の 開 
説 生き さま きま ね 有 取組 み を (mo( き まし た 


























| 写真 : 能登 SDGs 市 民 大学 開 講 の 様 | 





































































































の 地域 課題 を 解決 し 、 持 続 可 能 な 地域 づく り を 進め る 「 地 域 循環 共生 



























































四国 各地 で 魅力 ある 地域 を 食 


Nn 


























ワー ク 形 成 、 課 題 解決 に 向け た 展開 を 目的 に 、 
「 四 国 の 森林 活用 ダイ アロ グ 」 を 開催 し まし た 。 
※1 持続 可能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に 向け た 連携 チー ム の 詳細 は 、 
https://www.fsa.go.jp/news/r2/20210330/20210322.html を ご 参照 くだ さい 。 
※2 ロー カル SDGs 四 国 (LS 四国 ) : 四 民 
圏 = ミ ロー カル SDGs」 の 達成 に 向け た 取組 み を 推進 する プラ ッ ト フ ォ ー ム 。 
9 た め に 、 産 学 官民 金 等 の 多様 な 関係 者 が 学び あい 、 支 え 合 う 場 な ど を 提供 。 




















は 、 ロ ー カ ル SDGs 四 医 














の ウェ ブサ イト https://ls459.net/ を ご 参照 くだ さい 。 





その うち 、 能 


持続 可能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に 向け た 金融 庁 と 環境 省 と の 連携 チー ム 








登 SDGs 市 民 大 
学 で は 、 金 融 庁 
と 環境 省 と の 連 

携 チ ー ム も 一 部 ーー 


携 項 目 
i ーー \E | ① 地域 経済 エコ シス テム の 形成 に 下す る 人 的 ネッ トワ ー ク の 構 黙 支援 
講義 の 企画 ・ 運 | の 地下 解決 に 買 す る 関係 者 と の バー トナ 


| 持続 可能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に 向け た 運 携 チー ム ] を 発足 


経済 主体 と も 麗 援 な 関係 を 持ち な が ら 、 多面 的 に 運 携 ・ 共 創 し て 




































































令 和 3 年 3 月 31 日 、 持 続 可能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に け て 、 金融 庁 と 揚 境 省 の | 
要 
地域 の 各 主 体 が それ ぞ で れ の 役割 を 果たし つつ 、 相互 補完 関係 を 構 正 する と と も に 、 地域 外 の 


MK 9 に 連 的 いく 地域 経済 エコ シス テム の 
MO が AURA に の 0 


| < シッ プ の 充実 や 人 材 の 発掘 ・ 育 成 支援 
3)) 地域 金融 杜 聞 に お ける SDGs/ESG の 実 呈 ロ 等 を 通じ た 持続 可能 な 地域 経済 社会 の 活性 化 に 

















DR 1 、 寺 ン 
































昌 、 講 師 等 の 宙 の A 

介 等 で か か わり | 。 測 人 症 。 藍 電信 
まし た 。 学 生か 

ら 高 齢 者 まで の 





幅広 い 世 代 、 民 間 企 業 や 自治 体 等 の さま ざま な 属性 
の 訪 々 が 三条 に な っ て も 尾 市 の 未来 の シナ リカ る を 考 
0 コン ンク 200 Eee ( IS の O 思 
山里 海 の 魅 力 を 発信 し 、 観 光 客 の 増加 に つなげ る た 
⑫ め 1( ミ も この 昔ながら の まち 並み を 残り て いき た 
い ] 「 市 民 大 学 で 得 た 内 容 を 事業 化 に 向け て 取り 組 
みた い | と いっ た 企業 の 声 も 聞か れ ま し た 。 

令 和 4 年 度 は 、 令 和 3 年 度 の 取組 み を 土台 に し て 、 















































| 写真 : 金 融 庁 と 環境 省 と の 連携 チー ム オ ン ラ イン イベ ント 開催 の 様子 | 

















鳥取 県 西部 に 位置 する 米子 市 ・ 境 港 市 で は 、 そ の 
経済 活動 を みる と 、 経 常 収支 の 赤字 幅 の うち エネ ル 
ギー 収支 の 赤字 が 約 4 割 程度 を 占め て お り 、 域 内 で 
の 再生 可能 エネ ルギー の 導入 ・ 普 及 及び 効率 的 な 利 
用 に よっ て 、 地 域 か ら の エネ ルギー 代金 の 流出 を 抑 
える ほか 、 地 域内 へ の 資金 流入 も 期待 で きる こと か 
ら 、 米 子 信用 金庫 が 、 環 境 省 「ESG 地 域 金 融 促 進 事 
業 ] の 採択 を 受け て 、 建 物 の 屋根 等 を 活用 し た 第 三 





















































地域 住民 の 手 に よる 地域 の 未来 ビジ ョ ン の 策定 ( 令 
和 4 年 度 策定 予定 ) に 取り 組み 、 引 き 続 き 、 歩 み を 
止め ず に 取組 み を 推進 し て いく こと を 宣言 され まし 
門 















































最後 に 、 米 子 信用 金庫 ・ 國 須 多 加 志 氏 か ら 、 再 生 
可能 エネ ルギー の 普及 に よる 脱 誠 素 社会 の 実現 と 地 
域 経 済 の 持続 可能 性 向上 に 向け た 取組 み に つ いて 説 
00/S SU 























る 3 月 2 日 開催 オン ライ ン イ ベン ト の 登壇 者 等 一 覧 > 





ー 各地 域 の 取組 み 紹介 一 


四国 環境 パー トナ ー シ ッ プ オ フィ ス 淀川 真 
「 ロ ー カ ル SDGs プ ラッ ト フ ォ ー ム 『LS 四 民 



























































翔 氏 
尾 版 ロー カル SDGs プ ロジ 





















































志 氏 
名 炭素 社会 の 実 } 



























































統 希 氏 ・ 









































齋藤 大 地 氏 





















































援 に つい て 」] 





























日 本 政策 投資 銀行 北栄 階 一 氏 
光り 王 ジ イジ ララ と ら グ リー シイ シラ ラ へ の シラ ァ イ カ ジス 


学 省 施策 『 共 創 の 場 形 成 支援 』 に よる 地域 課題 解 


中 心 と し た ESG 金 融 の 取り 組み に つい て 」 





者 所 有 の 太陽 光 パ ネル 発電 事業 (PPA) に よる エネ 
ルギー の 地産 地 消 モデ ル の 構築 に 向け た 取組 み を 進 
0 お ます 
令 和 3 年 度 に お いて は 、 地 域 の 自治 体 や 事業 者 、 
支援 団体 と 連携 し 、 市 場 環境 の 調査 、 導 入り リス ク の 
検討 、 ス キー ム の 構築 等 を 実施 し て お り 、 今 後 は 、 
行政 や 他 の 地域 金融 機関 、 各 事業 者 等 と 連携 し な が 
ら 、 和 鳥取 県 西部 か ら 鳥 取 県 内 全域 へ 発展 させ る こと 
を 目指 す と 説明 され まし た 。 


















































































































































その ほか 、 各 省庁 担当 者 に 情報 提供 と し て 、 
本 イベ ント の 目的 と する 持続 可能 な 地域 づく 
り の た め の ネ ットワーク 形成 、 環 境 施策 に 親 
和 性 の ある 施策 を 説明 いた だ き 、 参 加 者 も 交 
2 誠 見 の の 過 有 ま 8 














本 イベ ント の 参加 者 か ら は 、 「 他 の 地域 の 

取組 み を 聞く こと で 、 多 く の 気 づき が 得 ら れ 
た の で 、 今 後 の 取 組み に 活か し て いき た い 」 
「 参 加 者 同士 の 対話 を 通じ て 、 同 じ 取 組み を 
(Ne の 02002 NN 上 ら ie 
声 が 聞か れ ま し た 。 



























































今後 も 、 金 融 庁 と 環境 省 と の 連携 チー ム で は 、 
地域 経済 エコ シス テム の 形成 や 地域 課題 の 解 
決 を 通じ た 地域 経済 の 活性 化 、 地 域 資源 の 活 
用 を 通じ た 持続 可能 な 地域 社会 づく り 「 地 域 
循環 共生 圏 ] に 有効 な 取組 み に つ いて 、 連 携 
し な が ら 後 押し し て いき ます 。 10 













































































政策 解説 コー ナー 





は じ め に 





監査 上 の 主要 な 検討 事項 (KAM) の 
特徴 的 な 事例 と 記載 の ポイ ント 





査 上 の 主要 な 検討 事項 
(KAM) 」 の 実務 の 定着 と 浸 透 を 図る こと を 目的 


臣 と 
TT 





金融 訂 で は 、「 











5! 


と し て 、 学 識 経 験 者 、 投 資 家 ・ 
監査 法人 な ど を お 招き し て IE 


監査 : 関す る 勉強 
会 」 を 開催 し 、KAM の 記載 内 容 や 記載 の 傾向 等 に 

る いで 休 く 8 こ 直見 る いた だ きまま | 

そこ で ご 議論 いた だ いた 特徴 的 な 事例 や 記載 に 
あたっ て の ポイ ント を 取り まとめ 、 本 年 3 月 、 
「 監 査 上 の 主要 な 検討 事項 KAM) の 特徴 的 な 事 
人 人 二 の 120NIII GEUOUN0O 人 な 
稿 で は 、 公 表 資 料 の 主 な 内 容 を ご 紹介 し ます 。 

な お 、 本 稿 中 の 意見 に わた る 部 分 に つい て は 、 
筆者 ら の 個人 的 見 解 で ある こと を あら か じ め 申 し 
ンコ ま 

































































































































































































































































2. KAM の 概要 

査 に お いて 、 七 査 入 が 職業 的 専門 家 と し て 特に 重 
臣 と に 主 

施 監査 の 透明 性 を 向上 させ 、 監 査 報告 書 の 情 

こと 等 が 期待 され ます 。 

30 年 4 朋 に 監査 基準 の 改訂 に 関す る 

ら 監 査 報告 書 へ の 記載 が 求め られ て いま す 。 


「 監 査 上 の 主要 な 検討 事項 (Key Audit 
Matters : KAM) 」 と は 、「 当 年 度 の 財務 諸表 の 監 
三間 
要 で ある と 判断 し た 事項 | の こと を いい ます 。 
監査 報告 書 に お ける KAM の 記載 は 、 監 査 人 が 実 
し 疾 臣 と に 
報 価値 を 高め る こと に その 意義 が あり 、KAM を 契 
機 と し て 利用 者 と 経営 者 の 対話 が より 促進 され る 
欧米 を 中 心 と し た 諸 外 国 で は 、 す で に 同様 の 制 
度 が 先行 し て 導入 され て お り 、 我 が 国 で も 、 平 成 
公表 され た 「 監 
意見 書 ] に より 導入 が 決定 し 、 倒 和 3 年 3 月 期 か 
大 彼 査 報 
画 用 処 年 度 和 お いで は 企業 と の ヨミ ュ ニ ケム クー 
ショ ン を 踏ま えた 監査 人 に よる 創意 工夫 の も と 、 
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令 和 4 年 3 月 4 日 公表 「 監 査 上 の 主要 な 検討 事 
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様々 な KAM の 記載 が 見 られ て いま す 。 

公表 資料 の 主 な 内 容 

公表 資料 は 、( 1 ) 「KAM に 関す る 勉強 会 ]」 メン 
バー の 主 な コメ ント 、(2 ) 傾 向 分 析 、( 3 ) 特 徴 的 な 
事例 及び (4 ) 検 討 が 必要 と 考え られ る 事例 の 大 きく 
4 つか ら 構 成 さ れ ま す 。 こ こ か ら は 、 各 項目 の 主 
20 人 SYSNSDIUNOGGS 介 IM 

(1 ) 「KAM に 関す る 勉強 会 ]」 メン バー の 主 な 

コメ ント 
は じ め に 、 勉強 会 メン バー か ら 寄 せら れ た コメ 

































































ント を 「KAM の 意義 | 「KAM の 記載 内 容 」 「 開 示 
と KAM の 関係 | 「KAM の 個数 | の 4 つの テー マ に 











分 け て 掲載 し て いま す 。 
まず 、 「KAM の 意義 | に つい て は 、 
用 者 の 意思 決定 に どう 貢献 で きる か 、 
に 利用 され 得る か と いう 観点 か ら 監 査 人 は 考 

える 必要 が ある |] 、「 投 資 家 が 懸念 する 会 計上 の 
取扱 いや 企業 へ 頻繁 に 質問 する 事項 等 に つい て 、 
先手 を 打っ て 積極 的 に 開示 する 姿勢 が 重要 ] な ど 
0 十 の の りり ま 1 76 

次 に 、「KAM の 記載 内 容 ] に つい て は 、「 特 定 
の 見 積 り 項目 の み で は な く 、 内 部 統制 、 シ ステ ム 、 
訴訟 等 の 示唆 に 富ん だ 様々 な KAM が 見 られ た 」 、 
UN NSR 
点 は 、 利 用 者 に と っ て も 非常 に 新鮮 な 情報 で あっ 
た 」 な ど 、 初 年 度 の KAM を 評価 する コメ ント が 寄 
せら れ ま し た 。 一 方 で 、 2 年 目 以降 に 向け た 期待 
や 課題 と し て 、 現 時 点 で は 記載 が 見 られ て いな い 
手続 の 結果 (Outcome) や 監査 人 の 見 解 
(Findings、Observation) に 関す る 記載 を 期待 す 
る 声 や 、 前 年 度 と ほぼ 同じ 内 容 が 記載 され る こと 
を 懸念 する 声 も あり まし た 。 

続い て 、「 開 示 と KAM の 関係 ] に つい て は 、 
生 護 の 売 実 が KAM の 充実 に も 上 喉 が る と し いう た 上 
イク ル が 期待 され る 」 、 | 注記 が 充実 し KAM も 定 
着 す れ ば 、 監 査 人 独自 の 選定 理由 や 対応 ・ 結 果 と 
いっ た 情報 の 個別 具体 化 が KAM で 図ら れる べき で 
ある 」 な どの コメ ント が 寄せ られ まし た 。 


| KAM が 利 
SN 30 の の 


























































































































(KAM) の 特徴 的 な 事例 と 





記載 の ポイ ント 」 








か ら ご 参照 くだ さい 。 





Pd 
に つい て は 、https://www.fsa.go.jp/news/r3/sonota/20220304-2/20220304-2.html や my 5 員 
aa 





最後 に 、「KAM の 個数 ] に つい て は 、 令 和 3 年 
3 月 期 の 1 社 あ た り の KAM の 平均 個数 (連結 財務 
諸表 ) は 1.3 個 と いう 結果 で し た が 、「KAM の 個数 
が 直ちに 問題 と な る の で は な く 、 よ り 重 要 な の は 利 
用 者 が 関心 を 持っ て いる 内 容 が KAM に 含ま れ て い 
の 070 DOM WCU つう 0 声 の の つり 5 ee 
等 と 協議 し た 中 で 、 絞 っ た と し て も 1 個 と いう の は 
少な い 印 象 。 今後 、 個 数 を 含め 記載 内 容 が 拡充 する 
こと を 期待 し て いる 」 と いっ た 声 も あり まし た 。 


(2 ) 傾向 分 析 

次 に 、 適 用 初 年 度 に お ける 記載 の 傾向 に つい て 、 
「 類 似 度 分 析 」 と 「KAM の 個数 ] の デー タ を 掲載 
| 陸 まま ds 

「 類 似 度 分 析 ] で は 、 レ ー ベ ン シ ュ タイ ン 距 離 に 
よる 文字 列 類 似 度 分 析 と いう 手法 を 用 いて 、 2 つの 
の る 実用 員 I0 い まま 2 

1 つ 目 は 、「 早 期 適用 会 社 の 記載 内 容 の 変化 」 の 
























































ノル 
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「 前 年 度 か ら の KAM 対 象 項 
事例 」 等 を 掲載 し て 


載 し て いる 事例 」 や 、 
目 の 変化 に つい て 記載 し て い 
00 
「 監 査 上 の 主要 な 検討 事項 の 内 容 及び 決定 理由 」 
の 項目 で は 、「 業 種 固有 の 特徴 や 見 積 り の 複雑 性 に 

つい て 丁寧 に 記載 し て いる 事例 ]」 や 、「 事 業 別に 異 
な る 収益 認識 の 特徴 を 具体 的 に 記載 し て いる 事例 」 
等 を 掲載 し て いま す 。 
「 監 査 上 の 対応 ] の 項目 で は 、「 事 業 計画 に お け 
る 重要 な 仮定 を 具体 的 に 記載 し て いる 事例 ] や 、 
「 監 査 上 の 許容 範囲 を 独自 に 策定 し 、 当 該 範囲 内 に 
ある か 否 か の 検証 も 含め て 記載 し て いる 事例 」 等 を 
MGSEEid 記 

「 そ の 他 (開示 と KAM の 関連 、 早 期 開示 ) 」 の 
項目 で は 、「 重 要 な 経営 戦略 等 と KAM の 項目 が 密 
接 に 関連 し て いる 事例 」 や 、「 会 社 法 監査 報告 書 に 
KAM を 記載 し て いる 事例 」 等 を 掲載 し て いま す 。 


(4 ) 検討 が 必要 と 考え られ る 事例 


































































































































































































分 析 で す 。 これ は 、 信和 2 年 3 月 期 ま で の 早期 適用 
会 社 を 対象 に 、 2 期間 に お ける KAM の 文字 列 の 類 
似 度 を 分 析 し だ も の で す 。 

の 分 析 で は 、 企業 こら に 類似 度 の ば ゆら つき が 見 
られ 、 ま た 、 類 似 度 の 高い 企業 と 低い 企業 が 一 部 の 
監査 法人 で 占め られ る な ど 、 一 定 の 偏り が 見 られ る 
油 果 と な り ま し た 。 

2 つ 目 は 、「 各 監査 法人 に お ける 記載 内 容 の 類似 
度 比較 | の 分 析 で す 。 こ れ は 、 特定 の 項目 に お ける 









































































































































KAM に つい て 、 監 査 法人 ご と の 文字 列 の 類似 度 を 
分 析 し た も の で すず す 。 

この 分 析 で は 、 監査 法人 ご と に 類似 度 に や や ば ら 
つき が 見 られ 、 一 部 の 監査 法人 が 相対 的 に 高い 結果 
2 まし 785 

「KAM の 個数 ] に つい て は 、 適 用 初 年 度 に お け 











る KAM の 個数 に つい て 、 業 種 
別 、 売 上 規模 別 、 会 計 基 準 別 
の デー タ を それ ぞ れ 掲載 し て 
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最後 に 、 検 討 が 必要 と 考え られ る 事例 と し て 、 
「KAM の 内 容 や 決定 理由 、 監査 手 続 等 が 不明 瞭 な 










































































事例 」 「 注 記 情報 と の 整合 性 の 面 で 検討 が 必要 と 
考え られ る 事例 (注記 が 不足 し て いる 可能 性 が ある 
ケー ス 」 、「 注 記 情 報 と の 整合 性 の 面 で 検討 が 必要 
くら 0 る 2 (82220 0 クー パリ の 
「KAM を 記載 し て いな い 事 例 」 の 4 事例 を 掲載 し 








io8 


4. お わり に 























公表 資料 を 参考 に 、 今 後 、 更 な る KAM の 記載 の 
充実 化 が 図ら れる と と も に 、 利 用 者 と 経営 者 の 対話 





より 促進 きれ る こと を 還 待 し と いま す 。 


(参考 ) KAM 選 定 過程 の 具体 例 


(株 )AOK | ホールディングス 連結 財務 諸表 に 対す る 監査 報告 書 (2021 年 3 月 期 / 監査 人 : PwC あら た / 日 本 基準 ) 





a 
(3) 特徴 的 な 事例 


これ 


当 監 査 法 人 は 、 達 結 時 務 諸 表 に お け る 潜在 的 な 重要 な 虐 偽 表 示 リ スク 、 経 営 者 の 重要 な 判断 を 伴う 連結 財務 諸表 の 領域 に 関連 する 監査 人 
の 重要 な 判断 及び 当 連 結 棄 計 年 度 に 発生 し た 重要 な 可 朱 が 整 査 に 与え る 影響 等 に つい て 監査 役 及び 監査 役 計 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 行っ た 。 
ら の 監査 役 及び 覧 査 役 会 た を コミュ ニケ ー シ ョ 
査 法人 は これ ら の 事項 の 中 か ら A、B、 及 び C を 連結 財務 諸表 監査 に お ける 覧 査 上 の 主要 な 検討 事項 と し て 選定 し た 。 


ン を 行っ た 事項 の うち 、 下 表 に 示し た 事項 が 監査 入 が 特に 注意 を 払っ た 事項 で ある 。 当 覧 








続い て 、 適 用 初 年 度 の KAM | 


の 事例 の 中 か ら 、 








に お いて 参考 に な る と 考え ら 
Oo 


























目 に 分 け て 、20 事 例 ほ ど 掲 載 
し て い 評 ず 。 

「 全 般 」 の 項目 で は 、 「K 
AM の 選定 過程 を 具体 的 に 






































*] : 特別 な 検討 を 必要 と する リス ケ グ に 該当 する 項目 で ある 。 


用 査 人 が 特に 注意 を 払っ た 事項 na 旋 O 志 
ンタ ー テ イメ ント 事業 に お ける 減損 会 計 の 適用 (41) 高 1 高 1 
へ 、 ク | B | ワ ァ ゥ ッ ション 事業 に お ける 渡 損 会 計 の 適用 (*1) 高 一 高 ご 
? 後 の 実務 6 隊 延 税金 綱 産 の 回 収 可能 性 中 1 中 
D | ワ ァ ッ シ ョ ン 事 業 に お ける 棚卸 資産 の 評価 中 一 申 つ 
E ケア ニ ヴェ ル セ ル ・ ブ ライ ダル 事業 に お ける 溢 損 会 計 の 適用 供 1 中 一 
F 了 痢 除去 倒 務 の 計上 代 一 人 
G ポイ ント 引当 金 の 計上 低 一 低 一 
H 許 営 者 に よる 内 部 統制 の 無効 化 リ スク で 1) 高 一 低 つ 
I 益 認 識 に 係る リス ク 高 一 低 一 
1 
3 


と な る よう 「 高 「 中 」『 低 | 内 で 変動 が あっ た 場合 に も 記載 し て v 
「 高 」 へ の 変動 等 ) を 示す も の で は な い 。 





2 : 上 表 に お ける 「 高 」 「 中 」 「 低 」 は 、 当 連結 会 計 年 度 の 監査 に お いて 各 項 目 の 重要 性 を 相対 約 に 判断 し た 結果 と し て 記載 し て い 
43 : 上 表 に お ける 矢印 は 、 監 査 人 に よる リス ク 評 価 の 程度 に | ee ら の 推 和 務 を 表し て お り 、 時 和 者 表 利 用 者 に と っ っ て より 用 な 情報 


。 し た が っ て 、 必 ず し も 「 高 | 「 中 」「 低 」 その も の の 変動 (「 中 」 から 








* それ ぞ れ の リス ク 項 目 を 潜在 的 影響 燥 と 発生 可能 性 の 観点 で 評価 し 、 相 対 的 
な 重要 性 の 評価 結果 を 前 年 度 か ら の 変動 も 含め て 記載 
= 会 計 監 査 人 が 監査 役 等 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 行っ た 事項 の うち 、 特 に 注意 


2 


を 払っ た 事項 が 明確 


日 本 に お ける 保険 監督 者 国際 機構 (LAIS) 2023 年 年 次 総会 の 開催 


























今般 、 保 険 監 督 者 国際 機構 (以下 、「IAIS」 ) の 
2023 年 の 年 次 総会 を 、 初 め て 日 本 に お いて 開催 す 
AS の 。 直 各 
の ほか 、 年 次 総会 や それ と 同時 に 開催 され る 一 連 
の 会 合 の 概要 を ご 紹介 し ます 。 




















1. | 保険 監督 者 国際 機構 (IAIS) 」 と は ? 
保険 監督 者 国際 機構 (IAIS : International 
Association of Insurance Supervisors) は 、1994 
年 に 設立 され た 、 保 険 分 野 に お ける 国際 基準 策定 
機関 で あり 、 保 険 契約 者 保護 や 金融 安定 の 観点 か 
ら 、 保 険 セ クタ ー の 監督 に 係る 基準 や ガイ ダン ス 
の 策定 、 各 国 に よる 実施 状況 の 評価 等 を 行っ て い 

































































SE 
IAIS の 事務 局 は スイ ス ・ バ ー ゼ ル の 国際 決済 銀行 
(BIS) 内 に あり 、 世 界 の 各国 ・ 地 域 の 保険 監督 当 


























ク に 対す る 政策 枠組 み 等 に 関す る 作業 を 着実 に 進 
⑫IQ さ きま 太川 (人 人 開陳 べ の 付 応 ニョ ン 
タル 化 の 進展 、 サ イ バ ー リ スク 等 、 世 界 の 保険 セ 
クタ ー が 共通 し て 直面 する ホッ トト ピッ ク に つい 
て も 、 活 発 な 検討 を 行っ て いま す 。 




















2. 具体 的 に 何 が 開催 され る ? 

IAIS 年 次 総会 や 、 そ れ と 同時 に 開催 され る 一 連 の 
会 合 は 、 毎 年 11 月 頃 に お よそ 一 週間 に わた っ て 開 
催さ れ 、IAIS の 一 年 の 中 で 最大 の 節目 と な る イベ ン 
FE っ う で いい RS 

年 次 総会 の 週 の 前 半 に は 、IAIS の 各 政 策 テ ー マ を 
担当 する 各種 委員 会 や 、 主 要 メ ン バ ー 間 で IAIS の プ 
ロジ ェクト に 関す る 議論 を 深め る 執行 委員 会 の 会 
合 が 開催 され ます 。 続け て 開か れる 年 次 総会 で は 、 
世界 中 の IAIS メ ン バ ー 約 200 て 300 名 が 一 堂 に 会 し 





























局 等 約 200 機 関 (メン バー) で 構成 され て いま す 。 
我が国 は 、1998 年 より メン バー と し て IAIS に 参加 
し 、2008 年 より 執行 委員 会 の (共同 ) 副 議 長 職 を 
務め て いる ほか 、 当 庁 職 員 を IAIS 事 務 局 に 出向 派遣 
する な ど 、 そ の 活動 へ の 積極 的 な 貢献 を 行っ て い 
まり 9 

IAIS で は 、 国 際 的 に 活動 する 保険 グル ー プ を 対象 
と し た 国際 資本 基準 (ICS : Insurance Capital 
Standard) や 、 保険 セク ター の シス テ ミ ッ クリ ス 






































(参考 ) 2019 年 アブ ダビ 会 合 の 年 次 コン ファ 








レン ス の 様子 








て 重要 事項 の 決定 を 行い ます 。 

IAIS 年 次 総会 の 特徴 の 一 つと し て 、 民 間 関 係 者 も 
参加 する 「 年 次 コン ファ レン ス 」 を 同時 に 開催 す 
2 の 8) 全 必 (の MRd 生 ニニ ンク アレ ンス 
IAIS メ ン バ ー の みな ら ず 、 保 険 会 社 等 の 民間 関係 者 
も 含め た 約 400 て 500 名 が 参加 し 、 世 界 の 保険 セク 
ター が 直面 する 課題 や 注目 すべ き 動 向 に つい て 議 
論 を 深め る 貴重 な 場 と な っ て いま す 。 





























3. 最後 に 

今回 の IAIS 年 次 総会 の 開催 は 、 
世界 第 三 位 の 保険 市 場 を 有する 我 
が 国 に と っ て 大 変 意義 深い も の と 
考え て いま す 。 2023 年 の 会 合 開 
催 を 、 世 界 の 保険 当局 者 ・ 民 間 関 
係 者 間 で の 活発 な 意見 交換 と 、 日 
本 の 保険 行政 や 保険 市 場 の 国際 的 
な 存在 感 の 向上 の た め の 有 意義 な 
機会 と すべ く 、 関 係 者 と の 連携 の 
SS 上 二 三 PP いら ZENillG 
準備 に 取り 組ん で いく 予定 で す 。 


















































※ 。 な お 、2020 年 及び 2021 年 の 年 次 総会 は 新型 コロ ナウ イル ス の 世界 的 な 流行 に 伴い 、 
2 開催 も な り ま し た が 、2022 年 は チリ ・ サ ンチ アゴ ヨゴ で の 開催 が 予定 され て いま ます 。 





オン ライ ン 形 式 で の 























「 中 小 企業 の 事業 再生 等 に 関す る ガイ ドラ イン 」 及 び 
廃業 時 に お ける 「 経 営 者 保証 に 関す る ガイ ドラ イン 」 の 基本 的 考え 方 








[中 小 企業 の 事業 再生 等 に 関す る ガイ ドラ イン 
令 和 4 年 3 月 4 日 、 a 
事務 局 と する 「 中 小 企業 の 事業 再生 等 に 関す る 研究 
会 ] (金融 庁 ( ょ オプ ザー バー 参加 ) 【 ょ 、 | 中 小 企業 
A RN 「 ガ 
| ドラ イジ | と いう ) り そそ 人 表し ま U た) 

ガイ ドラ イン は 、 中 小 企業 者 の 「 平 時 |] や 「 有 
事 ] の 各 段 階 に お いて 、 中 小 企業 ・ 金 融 機関 それ ぞ 
れ が 果たす べき 役割 を 明確 化し 、 事 業 再生 等 に 関す 
る 基本 的 な 考え 方 を 示す と と も に 、 よ り 迅 速 に 中 小 
企業 が 事業 再生 等 に 取り 組め る よう 、 新 た な 準則 型 
私 的 整理 手続 で ある 「 中 小 企業 の 事業 再生 等 の た め 
の 私 的 整理 手続 ] (「 再 生 型 私 的 整理 手続 ] 及び 
「 廃 業 型 私 的 整理 手続 ] ) を 定め て いま す 。 

平成 13 年 に 策定 され た 「 私 的 整理 に 関す る ガイ ド 
ライ ン 」| と 比べ 、 債 務 超 過 解 消 ま で の 年 数 に 関す る 
要件 が 緩和 され て いる ほか 、 経 営 者 の 退任 を 必須 と 
し な いな ど 、 中 小 企業 の 実態 に 取 し た 内 容 と な っ て 
EE で 

金融 庁 と し て は 、 関 係 機関 と 連携 し な が ら 、 ガ イ 
0 広報 に 努め る と と も に 、 金 融 機関 
NN らき に ほほ さ まり りり 、2 カ イド タラ タ イ ジジ が 浸 

5 選 省 CO くま よう 人 50 で まい りす の 


廃業 時 に お ける 「 経 営 者 保証 に 関す る ガイ ドラ イ 
ン 」 の 基本 的 考え 方 に つい て 

令 和 4 年 3 月 4 日 、 日 本 商工 会 議 所 と 一 般 社 団 法 
人 全国 銀行 協会 を 事務 局 と する 「 経 営 者 保証 に 関す 
る ガイ ドラ イン 研究 会 | (金融 庁 は オブ ザー バー 参 
加 ) は 、「 廃 業 時 に お ける 『 経 営 者 保証 に 関す る ガ 
MC 
区 | と いう 。) 2 の UL AO 




















































































































基本 的 考え 方 は 、 中 小 企業 の 廃業 時 に 焦点 を 当て 、 














中 小 企業 の 経営 規律 の 確保 に 配慮 し つつ 、 現 行 の 
「 経 営 者 保証 に 関す る ガイ ドラ イン 」 の 趣旨 を 明確 
化 し た も の で す 。 

基本 的 考え 方 と 「 中 小 企業 の 事業 再生 等 に 関す る 
ガイ ドラ イン | が 一 体 的 に 運用 され る こと で 、 迅 速 
か つ 円 滑 な 私 的 整理 手続 に 資す る こと が 期待 され て 
(EE 

金融 庁 と し て は 、 関 係 機関 と 連携 し な が ら 、 基 本 
的 考え 方 の 周知 ・ 広 報 に も 努め 、 基 本 的 考え 方 が 浸 
2 邊 MG 000GEUUUIedna 





















































こつ いて 


末 益 さき 義 ・ 字 業 西 生 ・ 両 チャ レン ジ 支 胡 


「 中 小 企業 の 事業 再生 等 に 関す る ガイ ドラ イン 」 の 策定 ・ 活 用 


e 増大 する 債務 に 苦しむ 中小 企業 の 円 滑 な 事業 再生 等 を 一 層 支 援 す る た め 、 関係 者 間 の 共通 認識 を 三成 し 、 
一 体 と な っ て 取組 を 進め る べく 、「 中小 企業 の 事業 再生 等 に 関す る ガイ ドラ イン 」 を 策定 (月 15 日 身 選 較 始 ) 。 


@ ガイ ドラ イン で は 、 ③ 関 係 者 の 事業 再生 等 に 関す る 基本 的 な 考え 方 、② 中 小 企業 版 私 的 整理 手続 を 整理 。 


「 中 小 企業 の 事業 再生 等 に 関す る ガイ ドラ イン 」 の 中 小 企業 版 私 的 整理 手続 の ポイ ント 
ボイン ト ① : 中 小 企業 の 実 氏 を 踏ま えた プロ セス や 事業 再生 計画 の 基準 を 明確 化 


本 カイ ドラ イン 手続 き 【 参 考 和 的 整理 ガイ ド テ イン (2001 年 ) 








元 本 等 返済 の 一 時 筆 目 
の タイ ミッ ング 





再 達 計画 刻 提 示 と 同 特 











3 列 達 、 第 三 者 支援 専門 家 や 債務 若 を 支援 する 外部 専門 家 に 係る 費用 を 補助 (次 ペー ジ 参 照 ) 


宮 益 改革 - 池 業 西 生 - 再 チャ レン ジ 支 衝 


「 中 小 企業 の 事業 再生 等 に 関す る ガイ ドラ イン 」 の 策定 ・ 活 用 


@ 中 小 企業 再生 支援 協議 会 (3 月 1 日 に 「 中 小 企業 活性 化 作詩 会 』 に 改組 ) に よる 事業 再生 等 の 支援 と と も に 、 
民間 に よる 事業 再生 等 の 支援 を 促進 する た め 、「 中 小 企 業 の 事業 再生 等 に 関す る ガイ ドラ イン 」 に 基づく 
私 的 整理 を 支援 する 制度 を 創設 (< 月 15 日 か ら 玩 始 務 主 ) 。 


「 経 営 改善 計画 第 定 支援 事業 」 の 新 ガ イド ライ ン 枠 (概要 ) 
1 . 主 な 補助 対象 要件 | 


り 「 中 小 企 業 に 関す る 事業 再生 等 に 関す る ガイ ドラ イン 」 の 中 小 企業 版 私 的 整理 手続 に 基づき 
私 的 整理 を 行う こと 

②) 認定 経営 革新 等 支 援 機関 に よる 計画 築 定 支援 等 を 受け て いる こと 

3① 補助 放 : 2/3 

② 補助 上 限 : 1 案件 に つき 、 上 限 計 700 万 円 

DO 理 用 等 - 上 棚 300 万 和 ロ / 計 画策 定 支 援 理 用 : 上 明 300 万 円 件 走 支 援 表 用 : 上 股 100 万 円 
EE 

・ 経営 革新 等 支援 機関 の 認定 を 受け た 外部 専門 家 、 第 三 者 支援 専門 家 (補佐 人 含む ) の 
墓 用 が 対象 。 

・ 複数 の 認定 経営 当 新 等 支援 機 還 が 関与 する 場合 も 上 限 は 計 700 万 円 . 


個人 破産 回 避 に 向け た ルー ル の 明確 化 


e _ 中小 企 業 の 廃業 時 に お ける 経営 者 の 個人 破産 回 避 に 向け 、「 経 営 者 保証 ガイ ドラ イン 」 に 基づく 保証 債務 整 
理 の 申出 を 受け た 場合 に は 、 金融 機関 が 誠実 に 対応 する 、 と の 考え 方 を 明確 化 。 


経営 者 保証 に 関す る ガイ ドラ イン (2013 年 12 月 ) 
8 応 A の ct | 法人 す ーー | レー 








誠人 生 を 誠二 
夫人 入 務 の 革 理 び ら 要 | 


ー 返 芋 で きせ 


ほ 営 香 保 イド ラテ nm | 
保証 人 は 殺 人 太 北 せ ず 、 信用 情報 全 録 尼 科 に 引 千 登録 され な い 。 し 罰 党 者 『 


その 後 も 、 中 小 A ス が 多く 
還 明 衣 生 の 呈 才 天 の 大 き な 古 主要 知 に な っ て い 





魔 業 時 に お ける 経営 者 保証 ガイ ドラ イン の 大 本 的 考え 方 (2022 年 3 月 4 日 公表 ) 
1 . 全権 大 の : 
・ 個人 確 遅 の 回 導 に 向け 、 保 証人 
・ 保証 人 の 保証 大 行 能 力 の 状 





か ら 、 保証 価 務 の 整理 の 申出 ・ 協 議 を 受け た 場合 に は 、 ガイ ドラ イン に 記 づ く 保 琶 貸 条 の 株 理 に 詩 和 実に 対応 . 
っ て は 、 保証 人 が 対象 情 権 才 に 対し 、 する 金額 が 無い a† 再 te 内) も 語 倒 され 得る こと に 隔 症 。 








・ 廃 貸 の 検討 に 至っ た 場合 、 直ちに 慎 権 者 に 申し 出 、 財産 状 注 等 に つい て 箇 奄 廷 切 に 蘭 示 。 
・ 従業 員 ・ 取 引 先 等 の 地域 経済 へ の 影響 も 務 ま え 、 迅 達 か つう 誠実 に 対応 
う . 全 琵 整理 を 支援 する 参 替 士 等 の 支援 専門 家 
・ 保 詳 人 に 確 礎 手続 を 安 品 に め る の で は な セ く 、 ガイ ドラ イン に 胡 づ く 保証 債務 の 整理 が 可能 で ある か 、 保証 人 の 意向 を 國 ま ス 、 十分 検討 。 


※1 ガイ ドラ イン の 詳細 に つい て は 、 全 国 銀行 協会 の ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ さい 。 
全国 銀行 協会 : https://www.zenginkyo.or.jp/news/2022/n030401/ 












































※2 基本 的 考え 方 の 詳細 に つい て は 、 日 本 商工 会 議 所 及び 全国 銀行 協会 の ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ さい 。 














日 本 商工 会 議 所 : https://www.jcci.or.jp/news/2022/0304153000.html 








全国 銀行 協会 : https://www.zenginkyo.or.jp/news/2022/n030402/ 





※3 ※1 及び 2 に つい て 、 金 融 庁 ウェ ブサ イト で も ご 案内 し て いま す 。 
https://www.fsa.go.jp/news/r3/ginkou/20220304.html 14 





https://www.fsa.go.jp/news/r3/ginkou/20220304-2.html 





お 知ら せ 4 
市 場 へ の メッ セー ジ (有価 証券 報告 書 等 の 虚偽 記載 に 
係る 課徴 金 納付 及び 訂正 報告 書 の 提出 命令 勧告 の 解説 ) 




















証券 取引 等 監視 委員 会 (以下 「 証 券 監視 要 」 と 
いい 語 定 。 ) 師 商 太 告 事 案 等 に 関す る f 解説 記事 を 
敵 明 で べ の メッ セー ン | | (< 話 半 諸相 委 必 ェ ァ 
サイ ト に 掲載 し て お り ま す 。 
SIC 本 時 9 月 3 目 ( 旨 才 の の 
メッ セー ジ | の 内 容 に つい て ご 紹介 し ます 。 





















































2 の 2 クー ンジ 2 の eV 
証 052 922 うら と Te 
の "for investors, with investors" 


https://www.fsa.go.jp/sesc/message/20220331-1.html 








グレ イス テク ノロ ジー 株 式 会 社 に お ける 有価 証券 報告 書 等 の 虚偽 記載 に 係る 


課徴 金 納 付 及 び 訂 正 報 告 書 の 提出 命令 勧告 に つい て 

















証券 監視 要 は 、 グ レイ ステ クノ ロジ ー 株 式 会 社 装 し 、 売 上 の 架空 計上 を 行う こと に より 、 売 
(以下 「 当 社 」 と いい ます 。) に お ける 金融 商品 上 を 過大 に 計上 し まし た 。 











取引 法 に 基づく 開示 規制 の 違反 に つい て 検査 し た 
結果 、 下 記 の と お り 法 令 違 反 の 事実 が 認め られ た ( 2) 売上 の 前 倒し 計上 
















































































































































































































































































こと か ら 、 信和 4 年 2 月 22 日 に 内 閣 総 理大 臣 及び 当社 は 、 平成 28 年 3 月 期 か ら 令 和 3 年 6 月 
金融 庁 長 官 に 対し て 課徴 金 納 付 及 び 訂 正 報 告 書 の 第 1 四半 期 ま で の 間 、 一 部 の 案件 に つい て 、 
提出 命令 勧告 を 行い まし た ※。 実際 に は 納品 が 未 了 で ある に も 関わ ら ず 、 受 
領 書 を 受注 済み の 取引 先 か ら 詐 取 又 は 自ら 偽 
【 法 令 違 反 の 内 容 】 造 す る こと に より 、 納 品 の 事実 を 仮装 し 、 本 
当社 は 、 当 社 が 行っ た 不適 正 な 会 計 処 理 に % 来 の 売上 計上 日 より も 前 倒し し て 、 売 上 を 計 
過大 な 当期 純 利益 等 を 計上 する こと に es SU 55 
[重要 な 事項 に つき 虚偽 の 記載 」 が ある 下記 の 開 
示 書 類 を 関東 財務 局長 に 提出 し まし た 。 ( 3 ) 売上 原価 の 前 倒し 計上 及び 付け 替え 
売上 の 前 倒し 計上 が 行わ れ て いた 多く の 案 
・ 平 成 29 年 6 月 第 1 四半 期 四半 期 報告 書 件 に つい て は 、 当 該 売上 の 前 倒し 計上 に 併せ 
(平成 29 年 8 月 10 日 提出 ) 等 、 合 計 15 本 て 、 売 上 原価 の 前 倒し 計上 や 、 別 の 売上 案件 
に 係る 原価 を 付け 替え て 計上 し て お り 、 こ れ 
【 不 適正 な 会 計 処理 】 に より 利益 率 を 調整 し て いま し た 。 
当社 が 行っ た 主 な 不適 正 な 会 計 処理 の 概要 は 
下記 の と お り で す 。 証券 監視 要 は 、 本 事例 の よう な 有価 0 i 書 
Se NM に ほ 性 で て 。、 
(MI あ 己 の 月 空 誠 具 紀生 に 対処 し て まい り ま す 。 








当 和 0 SMMS 2 
期 ま で の 間 、 計上 し た 一 部 の 案件 に つい 
KS 未 受注 で ある に も 関わ ら ず 、 発 注 書 や 受 


誤 書 を 、 未 受注 の 取引 先 か ら 詐 取 又 は 自ら 偽 
造 す る こと に より 、 受 注 及 び 納 品 の 事実 を 仮 

































































本 年 2 月 22 目 人 よ | クレ 人 (ショク / 日 CR 1 証券 報告 書 等 の 虚偽 記載 に 係る 課徴 金 
納付 及び 訂正 報告 画 の 提出 命 Rh 令 勧 告 内 づつ で | 6 
iS https://www.fsa.go.jp/sesc/news/c 70002 1.html を ご 参照 くだ さい 。 
























































銀行 を ご 利用 の お 客 さ ま へ 
ー 新 型 コ ロナ ウイ ルス の 感染 を 防ぐ た め に - 


銀行 を こ 利 用 の お 客 さ ま へ ヘ へ 


ー 新型 コロ ナウ イル ス の 感染 を 防ぐ た め に 一 


銀行 は 、 お 振込 みや 現金 の お 引出 し 、 お 借入 れ な ど に 関す る ご 相談 ・ ご 支援 な ど 、 
生活 の 維持 や 事業 の 継続 に 不可 欠 な 金融 サー ビス の 提供 を 継続 し て まい り ま す . 
今後 も 、 お 客 さ ま の 安全 と 健康 を 守る た め 、「 3 つの 四 」 を 選 け る な どの 各種 取組 み を 行っ て まい り ま す が 、 
お 客 さ ま に は 、 良 行 を 安全 な 場所 と し て 安心 し て ご 利用 いた だ く た め 、 
引き 続き 以下 の 点 に つい て の ご 理解 と ご 協力 を お 願い いた し ます 。 


中 ご 来店 時 の 感染 を 避け る た め の お 願い 


ソー シャ ルディ スタ ンス の 確保 


fee>f 


混雑 状況 に より 、 入 店 を お 待 あ いた だ く 場 合 が ご ざい ます 。 


マス ク 着 用 ・ ご 来店 前 の 体調 確認 


[の 


件 主 不 良 時 の お 急ぎ の お 手続 き な ど に つい て は 、 各 束 行 に ご 相談 くだ さい 。 
ワク チン を 描 署 され た 方 も 、 引 き 続き マス ク 着 用 な どの 感染 予防 対策 に ご 協力 くだ さい 。 


02 混雑 を 避け る た め の お 願い 


① お 急ぎ で な い 場 合 は 、 混 雑 予想 日 を 避け た 
ご 来店 を ご 検討 くだ さい 。 


⑫ 4 月 最終 週 は 、 自 動車 税 の 納付 手続 等 に 
伴う 混雑 が 予想 され ます 。 
お 振込 や (納付 書 に 肌 S マー ク が ある ) 
納税 手続 等 、 ご 相談 な ど は 、 
窓口 以外 の サー ビス (*) も 
ご 活用 くだ さい 。 
※ATM や イン ター ネッ トバ ン キ ング 、 コ ー ル セン ター な ど 


還 還 | 人 の 博 拉 : 肖 杖 が 子 若 され も 日 


4 月 の 混雑 予想 日 
時 月 | メ | X | ネ | < 3 


| | | 怠 
< 話 症 : 7 本 
天天 ' 「2 | 3 112 回 
四則 | 「8 117 馬 


eZO | ZAI ME 


五 十 日 ( 功 月 5 日 、10 日 、15 日 、2C 日 、25 日 ) 月初 月宮 日 な ど は 浸 線 び 子 克 さ れ ま す 。 (2022 生 3 月 作成 ) 


通常 通り お 取扱 いし て いる お 取引 例 混雑 を 選 け た ご 利用 を ご 検討 いた だ きた い お 取 引 例 


人 金 ・ 
本 直人 振込 、 税 金 ・ 口座 の 定期 預金 の 変更 層 、 
な どの 解約 公共 料金 開設 ・ 解 約 預入 各種 証明 書 
通帳 ・ カ ー ド の 
衰 失 届 再発 行 / 3 金 種 指定 の 財形 商品 の 


准 考 販 の 取 肛 い に つ いて は 、 各 銀 生 に も 前 い 合わ せい た だ く か 、 各 角 行 の ウェ プ ブサ イ ト で ご 確 記 くだ さい 、 


きま 領 間 の ご 生 民 が ある 場合 選 各 信行 に ご 想 識 くだ さい 。 





先月 の 金融 庁 の 主 な 取組 み 
( 令 和 4 年 3 月 1 日 3 月 31 日 ) 

















サイ バー セキ ュ リ ティ 対策 の 強化 に つい て 、 金 融 機関 へ の 周知 を 徹底 する た め 、 業 界 団体 等 を 通 














に で 哲生 














融 機関 に 注意 喚起 を 実施 (3 月 1 日 ) 
[銀行 の 引当 開示 の 充実 に 向け て | の 公表 (3 月 1 日 ) 















































に 関す る 注意 喚起 






































うん こ ド リル の キャ ラク ター を 用 いた 過剰 借入 ・ ヤ ミ 人 金利 
京都 中 央 信用 金庫 の 争 力 強 化 法 に 基づく 事業 適応 計画 
株 式 会 社 千葉 銀行 の 産業 競争 力 強 化 法 に 基づく 事業 適応 計画 
暗号 資産 交換 業者 に 対し 、 ウ クラ イナ を めぐ る 現下 の 国際 人 


















































E (8 月 10 目 
(3 月 14 
勢 を 踏ま えた 対応 を 要請 





業 祇 










































































































































































(3 月 14 























高校 向け 金融 経済 教育 指導 教材 の 公表 (3 月 17 日 ) 

































































: 主 














東北 財務 局 が 令 和 4 3 








福 自 . | 目 
時 リンド / 








を 震源 と する 地震 に か か る 災害 等 に 対す る 金融 上 の 措置 に つい て 有 要 











ョ 














選 則 ) 
いわ ゆる 「 先 払い 買取 」 


























児 金 化 へ の 注意 喚起 を 実施 (3 月 23 日 ) 

金融 機関 に お ける 個人 情報 保護 に 関す る Q&AI| の 改正 (3 月 24 日 ) 
現下 の 情勢 を 踏ま えた サイ バー セキ ュ リ ティ 対策 の 強化 に つい て (3 月 25 日 ) 
[FinTech 実 証 実験 ハブ | 支援 決定 案件 の 実験 結果 (3 月 25 日 ) 












































































































































東北 財務 局 が 高 病原 性 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 疑似 患 間 の 確認 を 踏ま え 、 金 融 上 の 対応 に つい て 要 8 





















































太陽 生命 保険 株 式 会 社 の 産業 競争 力 強 化 法 に 基づく 事業 適応 計画 の 認定 (3 月 30 日 ) 
「 火 災 保 険 水 炎 料 率 に 関す る 有識者 懇談 会 」 報告 書 (3 月 31 日 ) 






































・ Twitter 金融 庁 公 式 ア カウ ント 
https://twitter.com/fsa_JAPAN 


・ 金融 庁 で は 、 金 融 機関 及び その 職員 、 


学識 経験 者 ゥ シン クタ ンク 、 事 業 会 社 を は じ め と 


する 金融 行政 に ご 意見 等 を お 持ち の 方 か ら 、 金 融 制度 や 金融 庁 に 対す る 率直 な ご 意見 ・ 


・ ご 批判 な ど を お 聞き する た め 、 


+ 互 王 
CJ 正二 


詳し く は 、 金 融 庁 ウエ ブサ イト の 「 人 金融 行政 モニ ター」 を 
ご 参照 くだ さい 。https://www.fsa.qo.jp/monitor/index.html 


編集 後記 


と て も 野心 的 な 提言 が 今月 号 に は 盛り 込ま れ て いま す 。 
< 野心 的 な 提言 


ら 使 っ て 良い 。 〇 か x か ? 


「 金 融 行 政 モ ニタ ー 制 度 」 を 設置 し て いま す 。 


就職 先 か ら 月 給 は 20 万 円 と 言わ れ た 。 毎月 20 万 円 まで な | 





“3 月 下旬 の イベ ント は 、 卒 業 式 、 お 花見 、 春 の セン バツ …。 
ご これから は 人 金融 経済 教育 の 国際 的 な イベ ント も 加え て くだ さい 


ここ まで 言え る の も 、 
3 月 17 日 に 公表 し た 高校 生 向け の 金融 経済 教育 の 教材 が 、 回 
「 大 人 に も 勉強 に な る 」 と 良い 意味 で 話題 に な っ て いる アム 
か ら で し ょ う 。 話題 の 教材 は こち ら か ら 


a 


(今月 号 の P8 の 文言 を 多少 変更 ) 


回 尺 


金融 庁 広報 室長 

































































[教材 の 1 枚 ] 


だ ーー 三里 
齋藤 貴文 


編集 ・ 発 行 : 金融 庁 広報 室 





(※ 本 稿 に お いて 意見 に 係る 部 分 は 筆者 の 個人 的 見 解 で あり 、 所 属 組織 の 見 解 を 示す も の で は あり ませ ん 。) 








